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日 本 建 築 協 会 三 十 五 年 記 念 事 業

新 時 代 の 小 住 宅 設 計 図 案 懸 賞 募 集 規 程

( 締 切 期 日 を 五 月 十 " に 変 更 〉

1 . 殴 計 の 要 旨

戦後民主生活の普及により、我々の往生活も相当改変

されるに到った、本会はまをにおいて、新時代に即応した

小住宅の設計図案を下記により募集する。その設言"f 士、

生活機式の刷新を図ると共に、資材の活用、簡易構造の

工夫、及ひ建築後の低減を計るものとす。本募集に当選

したものはこれを実施 して展覧する意図をもつもの '(:あ

るから 、少くも モデルハウス的な価値をもつもの . Cなけ

れ lまならない。

2， 応 募 殴 計 要 件

〈イ〉敷地の大きさは 100 坪以内にて、その位置、形状

方位、道路、隣地との関係など任意に想定すること、

何れの地に於いても建築基準法の適用を受くるものと

する。

〈ロ〉住宅は延面積15.坪乃至20坪とする階闘は自由とす

る〉

〈ハ〉所要室、任意とするも、特に家事室に対し、考慮

すること。

〈ニ〉様式・構造 ・材斜 ・任意とするも資材の活用、簡

易WI造の工夫を望む。

〈ホ〉建築費は電気水道を含み坪当り 3万円乃至4万円程

度とする。

3， 所要図面及び般計説明

〈イ〉平面図縮尺50分のl

図面の上方をほぼ北となし 、二階があればその位置を

第一階平国図に朱点線を以って示すこと。

〈ロ〉文面図二菌以上、縮尺 50分1。透視図に表れない

側を含むものとす。

心、〉透視図外部

〈ニ〉莱他、要すれば、構造、設備の図面を添えること

にホ〉設計説明はその概要を簡明に図面の余白 に記入す

ること。

4， 審筆員〈日告敬称・五十音順〉

伊東五郎、大林芳郎 、小林治、滝沢真弓 、竹中敏一、

家本猛次、中野順次郎、伴 潔 、森 忠 一 、

吉田安三日11

5. 入選者の人数並に賞金

1 等 1 名 3万円 ｾ＠ 2名 1万円宛

佳 作 5 名 5千円宛

6. 締 切 期 日

昭和2年5月10日正午

7， 入 選 考 発 表

審査の結果は本人に道知をなすと共に[ 建築と社会」

六、七月号誌上に苦餓すく筒今秋挙行の住宅展覧会h 場

展示予定〉

8 . 応 募 心 得

〈イ) ｾ同 ｅ 者は本会々員に限 ・ 一人一築とする。

〈ロ〉図面は、大きさ、 F テ50:邸、ヨコ 701湿の商用紙に

墨宿すること、透視図は彩色してもよし。

心 、〉図面には陥号を右下隅に附し、 別にl暗号並びに住

所' 氏名 、職業〈勤務先とも〉を記した紙片を密封し

劃替の表面に{ 士、前記略号を記入すること。

〈ユ) f;!時F図案に関する一切の権利は本会に帰属する も

のとす。

〈ホ) /，時E図案は一切返送しない。

9.  応募図案送リ先

大阪市北区中之島朝日ビル六階

日 本 建 築 協 会

大阪市東区京橋三丁目建殴会館内

日 本 建 築 協 会 分 室
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建 材 審 査 証 明 書 発 行 の 件

予て申 出仁係る磐減 スレート t二ついて森査の結果下のJ湿b証明世を溌行した。

優良 ｅ 正明書 Ｒ ￴ 年度第 Ｗｾ

L  品名波型石貌スレート ( 水圧織に依る加圧製品)

1.. 製品社名 盤城コンクリート工業株式会社大阪工場

昭和 ＲＷｾｆＲ 月 Ｖ 日提出された資料仁っき本会建材表査委員会し於て株主主の結呆此製品は 別 記特徴 ｉ Ｎ ｾ 依 ｢ 優良と認める

昭和27年3月11 日

特 徴 概 記

1.  山が高いのて.7 ) < 排きと強度は有利てある

2.  纏準規格と比較して強度 lま非常に強いのて裏板を必要としない

3.  重量が比較的経い

4.  以上の結果に依って施工lま能率化される

5.  吸水度が少い

6. 耐久度が高い 以 上

社団主主人日本建築協会々長 竹 腰 健 造

問上建材審査餐員会委員長 官置 泡 軍

沖縄工事 に闘する 講演と映画 の会開催

沖縄に於けるう! と箪施設建設工事の情況につき各専F<，関係者によって下記の通り諮演立主びに映画の会を催 しま

すから多数御申込下さい。

4 月 22 日〈火〉午後2時開会1、B

1、会

時

対面 大阪建設会館勾皆〈天神橋南詰 ・ 大林組前隣ｾＩ

1、; 演題と寵飾

。 沖縄の一般近況

。 施 工 法

。 衛 生 設 備

。 電 気 設 備

株式会社

株式会社

株式会社

栗 原 工

浅 沼 総

松 村 組

三 兆 商 会

業 株 式 会 社

1、映 画 〈天然色映画による沖縄の近況〉 株 式 会 社

iL L 申 込 制 4 月 21 固まをに向申品下さい

昭 和 2:l 年 4 月 1 日

社団法人 日 本

--ーー--- 咽--、-

エ 事
圭a2同z  

負 契 余命 来守 華式 頒

浅 沼 組

建 築 協 会

布

学会、旧士会、全国建設業協会、建築協会四会連合協定の上記約款は中央建設審議会決定の民間建設工事標準言背負

契約甲と同一内容であります。この約款は本会本部並に東海、京都、兵庫、和歌山 、広島 、福岡の各支部に備へて

おりますから精々御利用あらん事をお奨めいたします。

1 部 却 円 送事寺実費. e : 頒布し・たします

日 本 建 築 協 会

2  

晴
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慰 霊 祭 挙 行

青iJ 月号で予告いたしました物J 故会長慰霊祭を下記の通旬 、挙11¥、た します。遺族の方も既に80余 名御列席の通知を

得て居りますので当日は何卒万障繰'合せ多数御参拝下さいます機御案内申上げます。

備本会告を以て御逮知に代へますから御諒承願ひます。

式 典 次 第

4月26 日〈土〉午後1時30分まで に集合ー凡そ4時頃閉式の予定

大阪中央公会堂三階小集会室〈中之島公園〉

市電波屋僑叉は北浜2丁目下車 〈入口は公会堂南入口 ・栴檀木橋北詰〉

神式により挙行

昭和27年4月1日

A  

ｾ＠

博

物

慰霊事実

目

祭

i貨

下記物故会員の御遺族氏名並びに御住所御存じの方は械に御手数ですが至急、本会事務局まで御知らせ賜らば幸甚に

存 じます。

健

機

腰

畑

竹

東

日本建築協会会長

配 念 事 業 委 員 長

一

治

業

亮

弘

三

思

回

大

昭

修

己

郎

郎

之

郎

進

研

郎

孝

一

三

正

五

一

疋

次

平

大

久

消

慶

英

貫

武

潜

修

治

木
一
一

γ日

野

沢

山

藤

田

中

宮

川

図

尾

垣

島

本

森

本

本

荒

石

上

大

勝

川

黒

児

斉

沢

図

武

玉

・

友

商

品

情

福

船

松

森

山

名 〈敬称、時 ・五十音順〉

鮎 )11 衛 之 荒 木 大 作

池 回 栄 三 郎 生 同 種 治 I ! I¥

1骨 淵 幸 太 郎 今 井 正 雄

大 杉 謙 二 大 西 正 二

鍛 治 弘 柿 本 清 治

危 山 寅 夫 )11 I隣 鎗 ニ

貨 宝 院 隆 久 留 弘 文

IJ 、 林 堅 三 五 島 政 雄

佐 竹 f言 次 佐 蕨 正 二 .

1安 井 督 平 真 岡 光 疋

杉 本 則J 湾 商 都 茂

首i 山 長 若 手 竹 内 佐 市

谷 口 幸IJ 常 谷 村 信 吉

宮 ; 坂 昇 富 岡 勘 f台

永 野 房 吉 南 京 仙l 大 郎

長 谷 )IJ 英 服 部 万 次 郎

褐 井 房 一 福 井 裕

藤 図 重 太 郎 藤 本 降 失

松 井 清 足 松 見 智 雄

村 田 IJ 、 ー 毛 剤j 庄 太 郎

山 図 静 山 名 啓 介

渡 辺 武 男 渡 辺 正 治

氏

助

隊

夫

一

雄

夫

雄

精

一

郎

三

平

一

郎

夫

士

吉

三

穆

蔵

郎

失

負

芳

谷

常

守

熊

割

引

義

勝

一

高

多

敬

三

英

繁

拙

関

車

仲

松

豊

三

威

藤

久

山

立

藤

弁

関

藤

谷

村

嗣

問

弁

図

逮

川

川

村

本

松

井

田

川

本

倉

吉

足

伊

稲

小

如

上

木

小

合

沼

下

伊

谷

寺

中

根

平

藤

前

宮

薮

米

物

安 藤 春 雄

弁 上 自 平

石 岡 義 雄

小 沢 憲 一

折 居 i償要子介

葛 野 壮 一 郎

木 内 定 雄

黒 田 浩

高 阪 辰 夫

幸 佐 賀 良 之 助

撫 崎 放 雑

多 賀 鈴 彦

谷 隆 夫

塚 安 治

鳥 越 良 一

西 野 寺 孝 夫

平 野 害事

福 宮 清

古 橋 御 九

三 女子容 三 郎

安 岡 保 蔵

好 弁 博 明

記念事業のーっと して今般下記により九州方南の見学会を企画 しております。準備の都合上予め参加希望者を募り

ます仁詳細決定の上参加希望者に連絡L 、たします〉希望者は下記要領により 4 月25日までにお申込み下さい。

建築関係工場、各地建物、原爆地長崎の復興状況、英他国宝天守堂、崇福寺、戦時中軍艦島と称され視察の出来な

かった端島 仁現三菱商島鉱業所〉史蹟等見学すると共に中国、九州方面の会員各イ立 と交歓を 目的 とした見学を催す。

予 定 ス ケ ジ ュ ー ル

5月15よ 9 3泊5 日の予定

大竹、新 光 レイヨ ν 工場合成樹脂製造状況、下関、東 洋一と稔される太洋漁業冷凍工場、

小倉、東洋陶器株式会社工場、長崎、古建築、軍舷島、原爆地復興状況等予定

未定なるも大件。6，000円伎を子定く3等大阪一長崎片道汽車賃 、急行料、宿泊料、中食‘ パ K 代

共〉但し希望の向には申出により汽車2等に変更方取計ひます。く途中参加の方は実費〉

: 最終t- j j J 長崎で解散後自由行動とし希望者数班に別れ、天王車、雲仙、阿蘇、別府方阿見学を予定 してし、る。

予約申込 正式決定は後日更めて持知i連絡するが準備の都合上予め参加希望を若手る。

く但 し予定人員に達 したとき締切りますか らお含み願ひますコ

九 州 | 方 面 見 学 会 開 催 予 告

期

見

自

学

費

"" 
官

。



71【夕刊i/a. は 知 山 長 を し て 納 付

A. アスフアルトの耐 i! l 性と耐窓続性

B  ア ス ベ ス ト の不燃性と耐腐勧性

A + B . アスタタイルの5蛋双'性

此れらの基本的なｾｾ告に 色調、Ａ感触、そし て 低廉な債格と ｴ こ依って

在来の床材の大多数の欠点を解決 してお h ます

藤 森 工 業 株 式 曾 祉

東京都中央区日本橋通1の2西河岸ピ Jレ

電 話 日 本 橋( 24) 5日，7 - 8

川 崎 工 場 ・ 静 岡 工 場

総販資底 藤 森 建 材 株 式 会 社

大 阪 営 業 所 大 阪市東区今橋2 - ' 37( 富田薬品内〉

官置話北浜 ( 23) 3984- 6 



株 式 曾 社

不 ニ 屋 心 驚 橋 庖

E宣 言十

レ ー 壬 ン ド m築 設 計 事 務 所

施 工

株式草tlii 士 大 林 組

媛! 万 工 桜 第 一 企 業 株 式 合 長t

ｾｴＡＺ主主工事大阪位指正尚 ｦ 聖

徳f生工郁 須 賀 工 業 株式令j j i : l :

家 良 工事 内外木材エ栄株式合R土l也



一 階 喫 茶 室

二 階 レ ス ト ラ y

カー ウ ン tz -

二 階 レ ス ト ラ ン入 口



2 階よ' ! J 3 階 へ

. ，苫より 2 階 ベ の 階 段

工 事 縦 要

基 礎 鍬 筋 コ - : / ! l ! ) - . ト 主 体 鍛 筋 コン F リート 屋 根 絵原i ' R

ア エ 7 -Y )レト防水居、 砂ま き 外量産 正 商 ( 西 側 ) : &. *由墜廻 り モ ザ

イ ツクタイ J レ貼 、其イ也コ ンクリ ー ト打放し 。 内量産 ( 床) 資底、喫

茶 室 、廊下テ ラゾ . ｾ富良 鎗目地入 、 食堂 ゴム ｆ イノレ敷 、便 ｹｲ タ イノ レ

数 、 其 他 人 建 石 研 出 シ: &. 夕、ミ車宣告亭( 腰) 喫茶 室 、 食 堂 ペ ユ ヤ 板 殻

2えモザイツ F タイル貼 、 調 理 室 、 便 所 タ イ ル 姑 、 階 段室 膝 ( 手 摺 )

人 造 石 研 出 ジ ( 墜 ) 和 室 ペ エ ヤ 板 張 、 階 段 室 、 其 他 毛 ノレタ ルペシキ

塗 、 喫 茶 室 、 食 堂 、 栓 型 、 毛 ザ イ ツ ! l ?l イ ル 貼 ( 天 井 ) 喫 茶 室 、 食

堂 フ ァ イ パ ートー ヘ ア ヨス テ イ カ シ 夫 弁 板 貼 、 貿 信 銭 板 イ ン キ 塗

鋼玉皇室、便所、核! l l l ペンキ塗 3

面 積 地 階 30.G7!l 坪 ] 階2階日階 D2.gSG坪 猪; 厳 0. 972 坪

合 計 3IO. G09坪。

軒 高 38.G尺

2 階より 3 階 へ



二階レ λ トランよ り賀 庖 郊吹放を望む。

階

階

ｾ ｾ＠

一 階

卒 函 圃 説 明

1  7 ロ ゾ ト ジ ヨ ツ7 ・ 2 喫 茶 室 3 配 11長 室 4  !Iif  E号 5 事 務 室 G 貯正義室 7 紳士便所

8 婦人便所 9 吹 抜 10 レストラン 11 使用人便所 12男子更衣室 13k子更衣室 14屋 階 15 ペントハウス
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位 置

大 阪 市 東 区 内 本 Plf 椅 結 町 5 8  

設 計

大 阪 府 建 築 部 俸 給 採

施 工

〈主体工事) 大体組( 電紙設備ii) 工藤? を然( 衛生冷媛 Ij}) 須賀工業( 昇降機工事) 日立製作所 (/if.J 房設備)

日Idエ縫( 洗灘設備) 北村議工所( 家具鮫附) i向島屋 ・大 丸 ・松坂屋 ・三越 ・七洋木材工慈・ 旭 木工所・内

外 木 材 ・消7. K 製作所 ・大 和 工 業 ( カーテ ン工事) ，Ij亀井株式曾配。

構 造

鎖骨量銭筋コ Y クリ ート 地 上 ? 階、地下 2 階〈地 2 階2え7 階 1' 1中 2 階付〉



食 堂

/

h

y

 

7階 宴 台 場 ホ ー ノレ

地一階パ ー 11 銭 面 積

建主ｾ 410. 016坪 延 揮 3. 6ω. 223坪

外 量産

花 国 l えぴ南面タイ J レ強但シI F . 商ー階部分花

j;/，i石 銀 、! 先裏モザイ ! l ! l イノレ始 、 東 北 面 色

モノレ声/レ['.i¥.付仕 上 、 外 慾 銅 製m具 ペ ン キ 盤

仕 上 窓 枠 テ ラ ゾープロツ F 屋 上 7 " - 7

7 )レト防水モルタル塗仕上。
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朝 日 放 送 演 奏 所 に 就 い て

演奏所は大阪市北区中之島3丁目 3、朝日会館 3階に設

置された。民間放送の演奏所としては都市の中心部であ

り、叉、朝日新聞社の社屋が近い等広告主にとっては極

めて便利な環境にある。併し一面色々の騒音を醸成され

来るから防音構造はー層完全なものが必要となって来る

特に演奏所直下は新聞社の輪転機がらり建物より伝導さ

れる著書音即ち構造主体を伝達する振動及び振動に依て発

生する音響が甚 しく更に演奏所外よりの空気伝達音があ

る為雑音遮断に対しては設計施工共相当困難な工事' ( : : あ

ったが結果としては初期の目的を達成した。

1， 概 要

設計昭和26年5月 下 旬 着 工 昭 和26年7月 中 旬 竣 功

昭和26年10月演奏所設置面積250坪72既設建物等皆

所 要 室 用途

第 1 演奏室 小人数のオ戸ケストラホール 及軽音楽

第 2 演奏室

第 3 演奏室

第 4 演奏室

第 5 演奏室

副 調 整 室

ドラマ用〈洋楽コ

軽音楽、 ドラマ用く和楽〉

科白用、講演用

主と して講演用

向 上

演奏室の各マイクロ 7 オγ 出力を電気

的に音量及音色の調整をする

指 t軍 室 演奏室の各マイグロフオ γ 出力をミツ

クスする等の運行監視に当る

主 調 整 室 副調整室より送られて来た電気的調整

録 音 室

録音繍絹室

前 室

客 席

ホ ー ノ レ

控 室

事 務 室

を超短波にて送信所に送る

副調整室より来たものを録音する

録音の編織をする

演奏室の連絡室 く遮音段階コ

スボ ν サ 戸観覧席

談話、待合室用

演奏者、待合及談合室

放送誤用

2. 平 面 計 薗

演奏所は既設朝日会館のオ 戸デ トリ アムを、ラヂオ劇

場として一般公開用に使用することを前提とし、これに

加えて今回の演奏室 5 室を設けたものである。演奏所玄

関は在来朝日会館のエレベ 戸F ーを主要通路としエレベ

ータ戸ホ戸 } l - に来客用携帯品預り所を設け、続いて玄関

ホ戸ル受付を有しこれより 演奏者及スポゾサ 戸等の観覧

: 者の入口と一般用度関係、来客者の客溜り入口及び各放送

8  

松 室 重 真

関係、技術関係等事務室のある朝日ピ ルへの連絡口に通

じる。

ホールは観覧者の接待、休憩を兼ねた応接室の性質を

多分に持ち 、ホ戸ルより 前室を通じて演奏室に行く叉演

奏者控室、事務室に接 し廊下を通じて技術関係室〈主調

整、録音室〉に続く。

演奏室は各室共壁面は平行商を避けて有望形室を取っ

た、演奏室への出入口は空中音の消音防隊帯として前室

を平面計画上最づ経済面積に取り二重の防音扉を設け

た。

副調整室、客席は防音硝子窓より演奏室内の中心部が

視界に入る様に設け、特に指揮室は第l 演奏室と第2演奏

室の中間に設けて各マイクロ 7 オγ 出力をミツグス出来

る様にした。

主調整室、録音室、録音編鱗室は外来客の動線を避け

て配置した。

3， 防 音 構 造

平面計闘に於いての事務室系統と 、演奏室系統との 2

プロツグに大別し 、演奏室プロツグ 外郭は鋼筋コ ゾグ リ

戸ト 間仕切壁厚 5 寸ーとしたプロ ック内各間仕切壁厚も 4

寸及 5 寸とした、特に在来外壁に接する箇所で在来窓関

口の部分はサッシユ内面tこ「規絡式型鋼筋コ ν クリ戸 ト

7" ロツグ」 をし採用更にその内側に厚 5，0寸の鏑筋コゾ

クリート壁を設けた、天井面に対しては特に上階が劇場

の為在来コゾク リ戸ト 床厚 5 寸とは別に更に演奏室天井

をコ γ P リ戸ト 厚 4 寸に設け、施工困難の部分は鉄骨下

地、 リプラス張 モルタル塗 、厚 2 寸として二重天井に し

た。

次に演奏室内部の防振防音構造には今回朝日紋送演奏

室の構造の特長として考えられる浮遊式肪音構造を施し

た、即ち床は昭和電線電箇株式会社の防振プム台を使用

して大曳下にこれを所要荷重を考慮. の上在来床に取付け

大引根太を架け杉板一重張りとしその上にアス 7 7 ルト

フェルトを敷きそルタ ノレ厚 L O寸塗立て更に転根太を設

けテックスを敷込み堅木 7 ローリ γ グ張り リノタイ ル敷

とした、防振プム合部分の浮遊空I阿部には防水加工の岩

綿を敷込んだ。

壁は特種支持金物に防振プム台を用いて主車血栓に取付

け間柱胴縁組込みの上岩綿板仁ロヅグワ戸 J レ板) 2吋厚

を娠込み内面にベニヤ板厚3分2枚、木毛セメ: / ト板厚 4

分苧目地を避けて強立て木毛セメ Y ト板にモルタルを白



止め程度に塗上げた 、この構造は特に低減周波数の音に 室内仕上げ材籾使用方針を要約すれば

対にする遮音に有効である。 低音波の駁i吹を図ってベニヤ板の膜共振を利用しボ リ

天井の遮音も大体壁休と同様の工法にて特に防振ゴ シリ γ 〆戸を壁聞に取り付けた、中音域及び高音域の駁

ム合を金物にて圧縮側に働く様に釣込み浮遊した。他 J炊の為には岩綿板〈ロック ウールコを色 4 の距般に配置

は塁まと同じであるから省略する。 した。

4. 辰及窓の遮音構造

平商計画に於いて前室を設けてこれに消音地帯とも言

ろ可き性質を持たし、従って原も前室の出入口はすべて

防音屍とした、〈演奏室については二重防音鹿となるわ

けである〉前室の仕上も床は板二重張り紙舵敷、壁テッ

クス下張りの上鍍孔せるサゾライト板を猿り天井は岩綿

板〈ロックウ ールコ強りの上サゾライト板に約 3 割面穿

孔したものひ、ゾチゾグ ・サゾライト 〉で張上げ仕上げ

た。

原は屍自体の透過音減点の為に阪宵材活綿板〈ロツグ

ワ日ル〉を二電にA ね其の中間に密度の逸った剛度の高

い材斜としてi l l ! 鉛渡鉄板及テックスベニヤ板等も婦入し

守 '

，'-。

爆表面は前室側ばベニヤ板の上にフェルト・ピニ刊ゾ

レサーの )1原に仕上げ、演奏室側は室内の音響設計ヒベニ

ヤ板張り仕上としている.IAと枠の後触日舗は枠側 7 エルト

張とし戸当り召合せ部にスポゾヂプム真のピニロ Y レザ

ー稽及踏ml i . 牛皮革を用い、民枢側は 7 エル 1. 下張りピ

ニロゾレザー猿りとして屈折口語を作り開聞に不自由ない

程度に気密な構造にしている、勿論作、権等はホト材の組

合せ惣|物である。

窓は客席、副調整室、指河{ 室と i良薬主主聞の防音窓にて

全部級殺してゐる、窓枠は原作と問機にて作も浮遊部の

パツキゾグに牛毛 7 エル 1・を用いて絶縁を施し窓枠と硝

子との取付部分は出来る丈け気後? にすると共に枠内! 1 i i ( 士

羊毛 7 エルトを以って張り硝子決り部は羊毛 7 エルトの

上プラステックスボ γ ヂパツキゾｾＭを蝦め込んである。

窓硝子自体の遮音は厚さの異なる腐硝子 ( 6粍厚、9粍厚、

ｮ 粍厚〉を三重とし各硝下のｼ制 ｉｾ｜ｾ を変えて共鳴音を防い

だ、又演妥室側の硝子は傾斜させて〈約10度〉相対面と

に; . a } る反射定常波の防止を行った。

後日の測定の結果音源、を演奏室外の前室を隔て L ホー

ルに置くと omち防音恩二牧を経ると〉演奏室内にては

800サイクルで1∞db前室内、防音i混一校で50db で防音

窓は 50db の遮音E撃を得た。振動は測定の結果階下の輪

転機の振動が主であるが、演奏室に対しては何等影響は

ない。

5. ; 演 奏 室 内 装

演奏室形態は相対面との間に起る音の反射による定常

波を防止する為に短形を避け叉部分的に拡散壁面を設け

た、天井も既設建物を使用した L め非常に低〈制約され

たカ唱に第1、第包演奏室は鋸歯割に設け、 E つ傾斜面の

平行を避けて出来る丈け変化に富む様に計画した。

長玄関よリホールへ

ホ ー ル

演奏者鍾愛

9  



域にて低下したので、特性の修整が簡易になった、 以 土

57，54 I テツグス下地讃孔サ: / ライト 水

性ペンキ仕上 の結果、演奏室に必要な紋碇敷 、収容人員により { まピ特

外観の仕上を良くする為と後日壁画のm婦等に付いて

支障を来たす機な材斜を避けサ ゾライト板を〈察孔され

たもの〉強りペゾキ仕上とした。

演奏室内の仕上表を示すと

第 1 演奏室 室容積2331n
3 天井

床

ヲミ

担書

'1 

ャ 天 井|

'1 

'1 

鼠

存在

第宮演奏室

ｊｾ ミ

天 4  

100，7  

ロツ 7 ウールテックス下地ベニ

ヤ板厚1 0 : 粍水性ベゾキ壮上

34，0:2 I ベニ ヤ根強くポ リシリゾ〆戸を

合む〉 簿腺ユス 仕 上

7，19 ロックウール下地 ハゾチゾグサ

I ゾライト「穿孔) ' 自性ベゾキ仕上

57，93 ，テツ F ス下地ベニヤ板厚10粍泊

| 注ベ ゾキ

7，19 I テ ツ タ ス 下 地 蹴 サ γ ライト仕

上

14，16 I プラスター?自性ペゾキ仕上

6，23 I ベニヤ板薄膜ニス仕上

H ，84 I 硝 子

主主符潰125，4mδ 床 ｩ 国ｦ［Ｎｬ Ｎｬｬ ， Ｘ ｭＧｾ 天 井凶 Ｇ ＱＹ

.I::i . nぉ壁国債o9，l m"

4は | フp 戸リン グ政下地 リノ F イル

)1占

壁

ペ

性

コ

性

油

上

γ

泊

コ

仕

ト

ス

孔

戸

-

プ

グ

有

カ

プ

ツ

〈

ツ

r

、

テ

ト

ラ

板

孔

-

り

ト

有

ν

張

ゾ

素

ス

上

布

メ

の

上

ゾ

仕

板

セ

床

仕

ト

キ

ヤ

毛

地

キ

ラ

ゾ

-

一

木

下

γ

フ

ベ

ベ

組

閣

m

u

n

z
u

内

J

n

汐

n

6

η

6

 

"  

1/ 

10，01 I ベニヤ板張りくボリシリゾ〆 戸

を含む〉薄膜ニス

毘 I  5. 19 I ベニヤ板薄膜ニス仕上

"、2

-..、
お. 4 I 硝 子

註 上 記材斜中鎖孔サゾライトとは厚 1，3 分のサゾラ

イト板に径5粍の孔を15粍ピッチに穿孔したもの。

ハゾチゾグサンライトとは厚 1，3分のサゾライ ト仮

に径9. 5将の孔な15粍ピッチに穿孔したもの

仕上漁民には各仕上共薄膜に仕上したう

ｦａ＿ｾＺ 何 時間は

第1演奏家 1，秒 第宮演奏室 0，6秒 第3演奏

室 0，4秒 第4，5 1/ 0，2秒 副調整室 0，2秒

と設計・した、竣ザj 後 N H K技術研究所の測定の結果よ

り検討すると第l 演奏室は当初計画した時、通常の演奏主主

では低膏減℃ーは中音波より残響時聞が長い事を注目しポ

リシ リゾ〆ーを，閉さl働かして各減共 レベルになる様にし

式 Ｚが ［ｾｉｊ 定の結果各仕 上材のパネル振動に依りむしろ低音

10 
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録 音 室

性が平坦になった。第ＧＲ ￯ｾ 電奏室も第 Ｑ 演奏室と同様で此の

場合は壁面パネル娠勤を制動して第 1 同織に特性を平坦

にして成功した。

第3、第4、第 5 副調整室は予定通り満足すべき特性を

示した。音場分布に付ては簡単に結論が出ないが、同容

積の整形笠と比較して伝音特性として好ましいと測定の

結果報告された。

6. 換 気 般 備

高砂熱学工業除式会社による。ヒ戸 トポゾプ式混湿度

調整袋置を採用し機減室は別建物に設置 し氏。

機械室関係では室内に送入する空気は空気洗様様 、空

気冷却及加熱総主立空気再熱器を通過せ しめ、 空気発去nl主

加整理穏には冷凍機の蒸発器を通じて冷却せる冷凍水叉は

冷凍機の凝縮綜を通じて加熱せる混水を循環せしめ、空

気再熱器には凝縮7. 1<を循環させた。

冷却犠: は外気に依り冷凍機凝縮器より生じたるi温水を

冷却せしめ或は蒸発着まより生じたる冷凍水を加熱せしむ

る織にされてある。演奏室関係は冬季にても高沼となり 、

常温を保つ上には 、事務室関係は媛房しながら他方にて

冷房を要する場合があるので両者を同時に操作し得る機

叉切り替も可能なる様に二系統とし、建物内は事務室天

井内に使用室系統毎及び給排気管毎にエヤーチヤゾパー

を設け機隊室より特殊防音装置をなした風導管により接

続し 、所要目的室へロックウール帯を周囲に巻付け防音

12 

及保温をした径 Ｗ 吋 ｾＵ 吋のプム 管にてｩＮｾいた。更に吹出

口は高砂式渦巻型消音装置を取付け各釜本目: 互聞の音響の

交流を防止 した、 旦浮遊 した壁体には 「キヤ ゾパス」に

て接続し蝶動に対しても考慮した、室内還流排気も 1 1吋

厚 2 枚の 「ガラスウ戸ル」 の 7 イルタ戸を挿入した竣功

後演奏室相互聞の遮音測定には 1 ωd b以上の遮音主与を上

げ好成績であった3

7. 照 明 般 備

各室内の照明には、蛍光灯照明を全館に採用した 、蛍

光灯は 加Oボルト 三相三線式とし、非常灯を設け て交流

停電の際自動的に切答接続される様直流 10J ボルト電池

を電源として配線した。照明に関係 してホールの色彩は

落着きある感じを出し、照明を柔かにし、器具も天井上里

込式ル 戸パーとした。

前室 、調整室等は機総を表現した簡潔な色彩と天井庇

付環形ル 戸パー探具を付けた。演奏室は埋込式と光樋式

とを採用した。

第 1 演奏室.Cは、洋楽を主する故大担な配色で調和を

求め机上照度は剖Oルック スになる様第2演奏室では和楽

を主とする故優雅な色彩を選び、第 1 演奏室同機机上! 照

度は800ルツ グスに設計した。

各演奏室の照明器具は音響的の考慮から厚 5 粍の縞硝

子を用い枠金物も比較的大きくなった。向背面にはロ ッ

クウ戸 J しを充寓している。蛍光灯点灯用チ ヨーグコイル

は別の個所に設置し電磁的に絶縁を計った。

各器具ラゾフ・共に東京芝浦電気株式会社製品台、40ワ

ット白色蛍光ラゾプでるる。

以下照度を簡単に記すると。

室 各

註 ラゾプは40ワット白色蛍光ラ γ プ

結 び

以上簡単に概要を述べた、短期間の木工事に関して終

始朝日放送技術部及N H K技術研究所の御指導と御便宜

を頂いたことそ厚〈感謝致します。叉竹中工務底、高砂

黙学株式会社、英他エ事関係者各位が酷暑の中諸種の困

難を排 し克〈協力 してこの特殊な工事の完遂に御援助下

ったことに対し深〈感謝の意を表する次第です。

く筆者山下芳郎設計事務所〉



フ ジ オ 京 都 演 奏 室 設 計 貿 書

1 経 過

Ａ昭和 ｾＶ 年 Ｓ 月 、 京都新聞磁谷部長来室、ラヂ オ 演奏家

を含む新聞社拡張工事の下話。

昭和初年5月、設計々回開始。

ｮ ｛ｪ和ヨ Ｖ 年 Ｖ 月 、 中旬一般図完成。同時に ｾ Ｎ ｉ 悩笈更。

昭和 ｾ Ｕ ＼Ｙよ Ｗ 丹、旧第一生命京郷交問く ｉｉ￟ Ｚｦ ＼Ｎｬ 初期完 、 設

計低木' 5 - 作氏〉貝l氏、改造に決定。

Ilfj 和笥年10月、曲折を経て、改造案決定。

昭和25年10月、 13 日着工

昭和初年 Ｑ ｾ ｆＱ 、竣工。坂大台湾研究所に掠る音符試験

の結果Jミ。

2. 工 事 関 係 者

設 計 京 大 坂 研 究 室 担 当 問 国 友 也

施 工 主 体 工 事 、 宝 建 設 内 法 工 事 鐙 紡 建 具 工

ご; J . T - 匠慶換気、衛生大，[ 1 居工業所電気工

事 、寿 電 気 燈 具 久 保 田 商 会 家 具 、 大 丸

3. 音

ラヂオ演奏室の音の問題はまづ室の形飯、特に巾、長、

高の寸法比例についてである。今度の様に旧建物を利用

してＮそれを最大限に使用すると ｴ ￭ＢＮｾ‘の Ｇ￪ は計図上の自由

ｲｾ は甚だ少し、。

常識的にl士巾 、長 、高のどれかを l とした場合にその

ft!l のものが整数℃ないこと 、室の対応するI函が並行でな

い方がいい 、と言はれているが、そのどちらにも神茎質

になる余地がなかった。

阪大音研: の測定て枚、第一演友塗に滅裂の素れが少し、

第一I資E皇室ー隅

川入口廻り 、コ ペゾ ハアゲゾ・ウオ戸 ; 1- を試用 ( Ar c

hi tectural  Revi cw.  Oc t  51'  Royal l¥Iusic H a!l 吉己

事参照〉

増 田 友 也

第二i従ー実家では理想的な減哀曲線が得られた。

遮音については 、1 J &音についてと同じ様に、材斜に周

波数別の性能差が有る ことが考へられたが、それを突込

むことがli : l 来なかった。それ故主と してKnuds enの A c

ousti cs of Archi t ect ure に拠ったが猶不満であった。

駁音、つまり残響時聞については 、室の規模カ吋、さい

場合その容績が支配的 factor にな ると言ふことは Sabi

ne 式を凡ればあきらかで; t _ ，る。したがって国確な筏苦手

H与問への期待は、建築計画に先立つ室の大さの予定に依

存するところが大い。

しかしながらー般にその聴取過程を考へると

11釘ー蕩 l 直霊室| 直二匡一|

演奏ーマ イクー録音一再生ー マイグ一橋巾一電送ース

ピイ カアと言ふことになって、建築の それに対する寄与

は劇場 、演奏室 、家庭の三つであるから、さう 言ふ顧問.

なしには音締処理は不完全とも言へゃう。結局これは、

市民の耳を正しく 、美 しい音に場11 らせると言ふ音築家の

悲願に似たものであら うと思ふ。

4 意 匠

吉ふまでもなくラヂオ演奏室は商品と しての音の生熊

工場であらう。 7 7 オリズムを弄しているわけではない

が、甚だ人間的なしたがってもっ とも近代的な工場であ

ると考へられる。そ こで原材は人聞である。人聞を原材

とする生産工場でらると考へれば、演奏室の機能計画と

守ってもおのづからある予定が3 J : ーたうと思ふ。 しかしま

たそこがディスプレエの場となる と言ふことで梢複雑に

なる。そこでシヨオの中心をどこにおくかに よって意l丘

第了 ＺＱ 実ｾｾ

天 井 地 桟 打 、象牙色オイル ペン キ設。 rn 生別珍2

- 3呪 ヒ〆取り。巾木 黒 ラツカア。床 シノレパアグ

レエ紋焼。燈具 象牙色 ラツカ戸塗。

13 



計図にもまた限界が考へられる。

ゆくりなくも作者は舞台の金界風の役割を想起してい

た。それは演奏している演奏家 、放送しているアナ ウゾ

サアをその仕事において宿主息する立場℃あるが、声の労

働者諸君は必ずしも正装であるとはかぎらない。

目立たない 、したがって醜惑でもない場所が、これら

の労働のしづかな 、出来れば心ゆたかな場であり得るこ

と以外に 、作者にのぞみはなかった。ともすれば@ 脱し

やすい建築性への執着を作者はそこに吸っておいたつも

りである。〈筆者京大助教授〉

!  
!  

2 階休憩室

床 : W，ココ、タイル白熊信長抜き。殿 : コルク l火イナ灰白色

ベ γ キ念。天井: 吸音テックス白色7 ) < . 性ベゾキ i没。家

具: 槍索地、裂地オールド・ロォズ色モケット姑

第15;演奏室一隅

燈具: 黒色ラッカ戸 空会。給気孔: 白色ラッカー主主。天

井 : 吸音テックス 自色水位ベンキ塗中盤 ; 生月草地 、

14 

第1演奏室及室認主主室扇及枠詳細図

日地箱、肉 色ベゾキ。廻縁、及巾木黒色ラッカ戸。床

: シノレパアグレエ紘腕。

下第1 ; 演奏室

天井 : I汲普テックス向色水性ベ γ キ塗。座 : 鈎 tf 色ナ

ナコ t哉、裂地目地長l ベ γ キ検廻縁、 rl) 木は泉ラッカ戸

開幸子板は棋ベニヤ 、 7 ラッシュ透期ラッカ 戸塗 。 床 .

世豊百色紋m。

写真 京都新聞ー写京都提供

ゐlj手抗争ム

をJ

大ｩＡｬＨ点ｾ j J 7，ピIL lIl K K : r ; / ト 7 Il : l北 m( 23)4905

東京日本括呉服ほ20 ) 3 先 生 産 業 K 'k. m日本僑 (24)2539

名古寝院前 ｩｾ 江町 ＲＰＩＱ K K ケ ン ト ク 電 木 局 (23)4578
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京都大学建築学教室L 坂研究室般計
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N J B新 日 本 放 送 ス タ ヂ オ 綜 合 音 響 測 定 報 告

は し ヵ : き

昭和25年"4 月民開放送第一声を目ざして大阪駅前阪急

ヒ・ ル西館屋上に、許智管室、屋上建築面積及高さ制限以

内の条件にて、鉄骨鉄筋コゾグ リート 構造による放送ス

タヂオ建設工事に付いて 、放送条件に必要にして適当な

る環境を保持する為 、施工期 間中に、次の如き測定を行

いつ L いわゆる T AI L OR MA K I NG  S Y S T E Mによっ

て完成されたもの・でｾる。

以下この概要をまとめて報告笹とする。

内外法音 ・屋内騒音・建築費量源より生ずる影紳・放線

修盤等の資材を参考に供したい。本原設計に対 しては早

大 ・佐藤教授日本電気 ・田中同士測定に当つては武蔵工

大 ・三木教授、阪大音研 ・牧田助教授、北村助教授の御

指滋御協力に対して敬意を表するもの' C ; ある。

第一回測定〈凶的〉厳音測定

昭和25年7月初 日 Ｑｏ ｾＱ Ｓ 時

測 定 者 武 蔵 工 大 ・三木郎教授及阪大背研の協力

測定器マツ〆帰示騒音吉十 ( IN - IA 型〉

日本包気2 - A オ戸デイオ メ戸声戸

第二回測定〈目的〉騒音測定

昭和25年12月4 日

く百貨庖休業日〉同5 日 ＱＰｾＱ Ｖ 時

測 定 者 武 蔵 工 大 ・三木部教授、阪大 ・牧田康雄助

教授及阪大音研の協力

測 定 器 マツ 〆指示騒音吉十くI N- IA )

日本電気2- A オー デイオ メ戸 ター

第三回測定 〈目的〉騒音測定

昭和26年4月13 日

測 定 者 阪 大 音 研 ・北村 助 教 授 指 導

測 定 器 日本電気2- A オ戸 デイオメー ター

日本電子測器 SIーI指示厳音吉十

第四回測定 〈目 的〉防音展遮音測定

昭和26年5月12 日

測 定 者 竹中工務自設計部〈奥山・北村〉

測 宮容器 日本電子測器SI - I指示騒音計

第五回測定 〈目的〉騒音測定

昭和26年5月22 日

測 定 者 阪大音研・北村 助 教 綬 指 導

測 定 縁 日本電気2- A オ戸デイオ メータ戸 日本電

I

 

l

 

---J
 

正

子測器S L- I指示騒音計

第六回測定 〈目的〉残僻時間及び騒音測定

昭和 ＲＶ 年 Ｗ 月 ＲＶ 日 ｾ ＿Ｚｬ 臼

測 定 者 阪 大 音 研 ・北村助教授指導事

測 定 総 電 磁 オ ツジロ

日本電気2- A オ戸デイオ メ戸 F 戸

日本電子測緑S L- I指示騒音計

騒 度7干

第一回測定綜・果 ( 25.7. 30)

歓送スタヂオ外周凶の騒音度セ示すく於立地位置〉

騒 音 源 騒 音 度

E 午のサイレゾ〈阪急百貨庖) 92 db 

I! I! ( 鉄 道 局 ) 84 db 

汽 笛 Ｗ ｩＳ ｾＷＴｾＷＳ＠ db 

汽車〈ガ 戸 ドを通過するとき) 63  db 

汽車〈ポイ γ トを通過するとき) 60 db 

城東線電卓の出る音 62 db 

汽工事電車平行通過音 62  db 

本線電車駅構内に入る音 60 db 

H  門事 ρ  I! 60 db 

市電誉笛 60 db 

H自騒音 ＵＶｾＵＸ＠ db 

陪騒音〈特に静かな時) ＴＰｾＴＴ＠ db 

飛行機の爆音 60 db 

自動車の騒音 53 db 

各スタヂオのコゾク リ戸卜 殻( 厚1 2 0 mm) が出来上っ

たときく25. 7. 30) 第二スタヂオを代表せしめて測定し

た。スタヂオの関口部には杉 6 分板を太鼓張りと して中

空部にオガ貯を充演し出来るだけ気密防音的と した当時

の状態は各種の作喋音と エ レベータ戸による騒音が相当

位入していた。

此の測定結果は

騒 音 源 スタヂオ内の騒音度

正午の サイレゾ〈阪急百貨庖) 60 db 

正 午 の サ イ レ ゾ 〈 鉄 道 局 ) 55 db 

歩行靴音 ＵＵｾＵＷ＠ db 

エレベ ーj l - 騒音くm ax )

陪i騒音

ＵＱｾＵＳ＠ db 

50 db 

17 
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第3スタヂオと全く同じ結果

C第 l ス F ヂオ国l調〉 綜合 2cJ d b  

〈第1スタヂオアナウ γ スプ ース 〉綜合 25 d b  

第三回測定 ( 2o. 4. 13)

〈第1スタヂオに関 し)

床 7 ロート なし〈オガ屑封J真木製床の上にラパ ータイ

第一スタヂオ内部

〈ポ リシリ Y 〆 戸反刷拘整主主が見える〉

以上の結果よりコンクリ ート 倦 30db の遮音度叉内部

駿音で15db 合 計45db が壁の遮音度と期待された。

第二 回測定 ( 25. 12. 4)

スタヂオが一応は完成を凡たのでス タヂオの屋内各額

ル JI!lj り〉

フエノレ ト仮敗

防音。尿改造前

機械設備防擬装慨なし

壁間コルクプラスタ ー仕上仁ベ イY ト未完〉

副調整室は側壁より突出していない( すなわち改装自Ij

の状態に於て〉

ステ ージは敷かず

窓倶1) 壁の直liJ 商1 mのi位置にて

コゾグア戸ターの音 43 db 

コY グアーターの音 1  

.....ー ト 44 d b  

ベータ戸の音 f  

コγ グアータ戸の音 1  

暖房装置の音 f  47 db 

音宇部エネノレギーの分布は150 - 350∞附近で最大、騒音

源、は全部鐙の振動による空気音の遮断は中目当高い様. ( :

30 db 

30 ､｢ く ＳＰＰｾ Ｂｬ ∞∞〉

リレー ＲＰｾＳ￴＠ db 

送 風 音 27  clb ＨＶＰ ｾ＠ 13ω ∞〉

送 風 機 25 db く100∞〉

エレベーターと送 風 32 dl コ

綜 合 3.:; db 

以上の結果より固体音として伝って来るものが壁体を

摂 動せしめ 2 次音源としての影著書を発凡し壁体の遮音

性と共にス タヂオの残宇部時聞を知かくして解決する方

法が考えられた。

〈第2スタヂオに闘し)

エレ ベータ戸

騒音拐、による影響を調査 した。

〈第1スタヂオに闘し〉

エレ ベ - ) 1 -

コゾノｾ - ) 1 -

. . . . .  且.‘ b

二三三 - =色.  
第 二 ス タ ヂ オ 内 部 - ，

12  db 

20 db 

22 db ( 100- 3000∞〉

23 db 

-首のF

 

-

h

M

 

b

パ

d

曲

d

Y

5

ヴ

，

z

、

0

1

=

-

V

 

、
t

〉
a

J

、
t

p

s

J

、
『

〉
S

J

シナ
コゾ Ｏｾ - ) 1 -

送 風 音

綜 合

〈第3スタ ヂォコ

暖房装置運転休止

エレ ベー タ { 巡転休止

暖E号装置巡転休止

エレベ戸ター巡転中

暖房技官Di l l 転中

エレ ベ ーター巡転休止

綜合 Ｒ 仇 ｬｾ 以下

亡第4スタヂオコ
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あった、よって機械設備に銑探ゴムを娠す計簡をなて

た。 く昭和電線電悶K K製〉

く第2スタヂオに闘し〉

綜合Ｑｃ ｾＱＲ￹｢ となりかかる駁首度の高い球撹に為 っ

て防音構造の相当の効果を上げている。

〈第4 スタヂォに闘し)

コゾパーターの手当ー 15 db 

第四回測定 C2o. 5. 12)

此の測定( i 屍のi ! l t 音度を視11 るのが判的' e あ・った: 1 &初旬

し合('3、せ部分の杭7 l1'/.i :iぜかった為 に遮背皮( 土平均 25

( ¥J ・C あった此れを改造したる後は更に1Cdb の逃省度 、. .  

を高め 35ub となり此の| あ音原をi ' i i i室 とスタヂオに二 第 二 ス タ ヂ オ ilJ 調書E 室

軍に使し 60 db の遮音度を充分に保持し得るように N J B スタヂオ1階平面図〈阪急ピル函館9階〉

なったっ 1  NO. 1スタヂオ 2  NO. 2スタヂオ 3  NO. 3スタヂオ

第五回測定 ( 26. 5.  ＲｾＩ＠ 4， NO. 4スタヂオ 5 副制整室 6 前室 7  7 ナウ γ

第三回測定の結果から機械設備に防振プムを附す計画 スプース 8 控室 9 レコ戸ド 7 ァイル 10エレ ペ 戸

を立て先づ試験的にエレベーターのコ γ グ 7 - !l - 1 !l ホ戸ル 11 擬音効果室及倉庫 12 男子使所 13女

基に此れを取り付けて第一スタヂオの騒音度を測定し 子使所 14湯沸室 15 荷物用 エレベータ戸 16 宿 直

た〈使用I ! b 振プムME100) 室

第 一 実 験 防 振 プ ム を 付 け な い

コゾパーター 1 ｾｬｬｩ 転

第 二 実 験 同 型 コ ゾ バ ー タ ー に

防振プ l 、を付け1基運転

先づ Ｒ ｾａ オー デイオメ Ｍ Ａｬ

ーによる隠蔽法の測走結果は

第一笑験 23db

第二突、験 4- 7 db ( 一〉

差 19- 16db

片耳を第一スタヂオの壁に付

けて他の片耳をオ戸デイオメ

ーター のレシ 戸パ戸に活けて

平衡法により測定

第一笑験 32. 5db

第二実験 15db ( ー〉

差 17. 5db

防振ゴムを附加した事により

第一スタヂオ内のコゾパ 戸F

F による騒音が 17db 減じて

いる。

第 三 突 験 第 一 ス タ ヂ オ 内 空 中

音をオ戸デイオメ - ! l - 256 

∞を用いて平衡法により測定

エレペ{ ター上昇下降共に30

ｾＳ Ｕ ､｢＠

ｎｊｂ スタヂオ Ｒ 階平面ｾＨ阪急 ピル函館 ＱＰ 階〉

1  NO. 1スタヂオ上部 l' 観客席 2 NO. 5スタヂオ 3 事

務室 4 主調整室 5 則調整室 6 録音室 7 反響室

8 ホール 9 電池京 10 ｾ電機室 ＱＱ ｾ 気網整及受

電室 12 送風機械室

， - - - . -

ー - ... 

1国一

L - . . . L 一一 」ー

』ー司

a  

ｾ＠

「 一 一 一 一

11 
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エレ ベーター の音は コゾ グア ーター に防振コe ムをPf . f ;Jf1

しただけは取れない、叉エレペ - 11 - の廃を闘いても

閉じてもエレベーターホール では5db 違ろが第一スタ

ヂオ内では変化なくエレ ペーF 戸の運転音は固体音と

して伝わって来てい る

第六回測定 ( 26. 7. 26- 27)

〈第1スタ ヂオに闘し〉

26. 7. 26. 27の第一スタヂオの現状、後部の壁吸音仕上

前方ポリシリゾ〆戸設置、副調整室を鉱扱スタヂオ内

に突出させた、床はパイラ戸数

2 - Aオ戸デイオメ戸 F 戸による測定

コγ グ7 - !l - 四台空気洗糠器及び冷房 40db 

@  

• 
.  

&  酔 恥

約

制

?

a

'" 

上よリ

主調整寒

録 音 室

主調整室係準時計 ケースーc精工社製〉

20 

コゾ グア ーF 戸一台空気洗糠器

指示騒音言十による測定

コン グア ー !I - 4合 空 気 清 浄 器 送 風 総 冷 房 茶 .

仙全機披運転中 40- 45db 

3odb 

第二スタヂオ〉

コγ パ 戸ター四台送風J令房状態で吸込口より 4m

スタヂオ周囲の騒音源 騒 音 皮 |  

く第五回測定のとき2o目 5. 22) I  

面 パ ー タ 戸 第一実験 DODn 第 二突験 S2DBI  

コ ゾ メ - ! J -

室入口 M 

/1 69 67 

電池室' 1' : 9-と グ

電 機 釜 鉄 板 上 グ

t16  

t18. 5 

1t) 

t17  

11 

/ 1 

エ レ ベ ー タ "

ロピー F  

44 /1 ｾＶ＠

〈第六回測定の とき〉

コゾノ，- 1:戸

I夜前

コンパ戸タｾ主人口

エレベ ーターホール

76- 7Edb 

71db  

59db 

7Sdb 

73ub 

空気洗H航機抗日i J

冷房機直前

ｾｾ＠ ＮＮＮＮＴＱ＾ ゐｾ ＮＮ ＮＮｾｾ＠ ｾＮＮ、
ｾｯＢＢ＠ ｾ， ι 。

1 γ  

，:L1illJWiUu n mm 

"  

"  

'" ，。

"  

ロ
‘。

l '  
，。

n  

.'  ，修

.-.。‘。，

3  
"・
，" 

II'j 

11l - - L  Jl 」

Transmi ssi on- l oss of Sound ProoT Docr  

防 音 扉 遮 音 度

① 音 源 よ IJ 80dbl OOO∞の純音を出し) ' # を開いたとき

の各位低の測定値

① 改造前 l こ於ける iiJ j {ま扉を閉じ除き①と同粂千| のiJ !l J定

① 覗き［窓 、 似し令はせＺＦぴ ｉＺｾ 部改造後同条件のもと ｬ 二

於ける測定他者源は ｪｪ￭ｪＺＮｾｦｗｊ 扉 ｪｪ￭ｩｬｪ ｬＮ ＵＰｭ 日さ Ｑｭ の位

置 t 二世〈
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Fi g 1  No.  1. St udi o 騒音スベク トル

前方に於けるiU1で30dbである

Conver t e. r・[ 1evot OT φ ..... 

十，喧司量

...". 

の結果

5∞ 800 

0. 4秒 0. 8秒

でるり此れも荷んど一致している

第三以下のスタヂオ

。々q‘

となると考えて来た

次に計算値を示す

123∞ 256∞ 512∞ 1024∞ 

1. 9秒 1. 4 1.  10 0. 92 

2048∞ 4096∞ 8192∞ 

0. 87 0. 87 0. 87 

そこで苦々は第六回の測定に於て下図に

S 円1 .

示す如き装置で残響詩聞を測定した。

此の測定結果は

サイクル 100 2∞500 10∞2∞o  

残響時間1. 28 1. 2 0. 9 0. 8 0. 6 

上記結果は予定されていた波平等時間に

殆んどー致しているそして此の皇室に対

する孜糾としてはほぼ最適状態 ＧｃＺｾ る

第二スタヂオ

第二ス ｆ ヂオのｾ平時時聞は ＵＰＰＭＱ ∞ ｯ

∞ で ＰＮＳｾＰ Ｎ Ｕ 秒が予定されてい芦てがそ

4・
8門主

"司1

8，": 1 

此 ｾｌ 等のス ｆ ヂオはデツドル 戸ム に予定されて居り測

定結果も O. 1秒以下のデツトとなっている。

存I i 足資料として特に最適音響性を要求 し其の処理の困

難な第 1 スタヂオの政響調整の過程及び残響波形につき

述ぺる。

最初の予定及糊刷出土1- 1. 2秒でるったが比れは最近

以上を以ってスタヂオの騒音院に関する測定を終った

が 、第六回測定に於ては廊下及び各室の騒音度は見学演

奏等のため極めて多〈、叉商1室のJ i i l は殆んど聞かれてい

た。その結果E自主回測定に比して騒音度は上っている。

第一スタヂオに於ては百貨庖用新設空気Wsi鳴エヤ 戸ワ

ツジャーが新に最大騒音波、として加わりコ Y パ戸F 戸の

防振プムによる効果を消している

今回は空気洗務総とコゾメ 戸F 戸の音を分離して測定

出来なかったが全コ Y パ戸F 戸に防様子ムを多数附加し

たため第五回測定より予定される騒音度よりは高くなる

としても、新し: 外部との二重窓を全部閉し、空知宵浄器

のjlli ，' 怖が止まり、各二涯の防15・扉を閉じ 、完全なる放送

状態とすれば 30db 程度の騒音皮に下げ偽ることは確失

でるる向次に完成された当建築物中にらる各種騒音源の

大きさを示 し、叉ぐらふに於て過去に ‘ J  

於ける各スタヂオの騒音測定結果を示 品川1. - - . . . ーャ

す

残 響 時 間

第一スタヂオ

残締時間の予定は Ｑ ＮＲ ｾＰＮＹ 秒でるる

が使用された材籾の吸音係数を低音

波部分に於て少 〈見て計算億として

は長い自のものを出 してた。そして

出来上ったものに対する予定として

低周波部分に於ては此の70%t立の悩

の傾向として 996 立方米の容績を持つ此のスタヂオには

少 し長いのであるくFi g4 に示す最適残響時間と比較〉

そ こ で T A I OR  MA K I NG に 於 け る 第 1 スタヂオ

の突状については Fi g 3 に 示 す 如 き 仕 上 に ら っ て 〈

26年4月1日現在〉残維持聞の計算したる結果は F i g4 の

グラフの如くであった。そこ' ( : 更に床に 7 エル トを仮数

した結果 ( 26年4月17 日現在〉 ではー般に玖禅時聞は短

l S ＧＲ ち Ｎ ｉｾ Ｇｌ ""0.2 Sl u4i o  

」…
2‘ 令 目 =断 定
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〈なって来たのであるが仁計算値Fi g4 点線〉フェルト

は高周波領域に於てのみ駁音率高〈低周波 200 サイクル

以下では残響時聞が長〈残る結果が現れた。そこでその

調整とス F ヂオ内音響エネルギ F の均等分常を考えステ

イジ背面及び両側にポリシリ γ 〆戸の設置を考慮、 した。

ポリシリ γ 〆 F のベニヤ板による機械的共振から来る低

周波' N 音と高周波の反射、及びポリシリ Y 〆ーの対向壁

面スタヂオ後聖書に 7 エルト下敷ベツチ γ 鍵貼り仕上によ

る、高周波l Q，t 音墜を作り、此の両者の相互作用により、

最適残音特性に合致すペ〈計画した。そこ で比の改造予

定に対する計算値は F i g5 となったのでるる( これによ

り低周波部分に於て計算{ 臥上の騒音効果のらることを

期待していた〉此の改造が笑施された後(26年 7 月26 日〉

測定した結果は F i g5 の巾広の実線及び点線となり最適

特性によ〈一致したものとなったのである。

更に残響波形は F i g6 に示す如き形となり〈電磁オツ

シロによる〉音響エネルギーの拡散も良好な結果となっ

たのである。

〈註残轡計算は E Y R I NG の理論より竹中工務庖設

計部に於て作成した突用計ｾ法による。コ
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Fi g 6  V-i 得波形
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結 語

以上を以って測定に対す る報告を終るが各室の音響エ

ネルギ戸 の分布に関しては室形態が最適であり 最良の状

態にある といえる。E主総特性も各室 とも殆んど最適民主事

l侍|討lにある。防音尽に関してはその標準の遮音ilt を出し

ている

1 巴 川 ' ・1  ・u ・1<" "'"'1""'1 A: t c" ，" 側 、

1
1I主騒音に 関して当初の予算面 より第ースタヂオが

Fl oat 出来なかったため一般の ラヂオスタヂオよ りは騎

音が数f[ i 上高くなってい るが 、此れとても第一スタ ヂオ

セ使用する領須の放送にはさ言障り なく、 特に管絃楽の如

き綜合的周波数党持つ減奏に対す る放送効果は数回の実

施そ経て、共の各組周波数の楽音の分離状態及単一 マイ

クロ7 オy への吸音効果等はその自iJ例を凡ない程優秀な

ものでるる事を実証するものである。
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叉第二スタヂオ以下各スタ ヂオは Fl oat された完全な

防音符造であり 、その効果は完全なる使用に よって充分

1&! i 巨されている。以上の諸点より 周聞に最大級の騒音源

を持ちながらCNJ B) 'lfr H; 本放送のス タヂオは放送建築 と

しての充分な性簡を有 している こ とが結論されるのであ

る。 く録者竹中工務 j古設計部次長〉
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人 の 徒 弟

近 代 建 築 発 展 の 一 試 論

今年 、1952年は近代建築の発展に先駆的役をはた した

パクスト γ ( J oseph Paxt on，1801 - - 1865) 及び、ボ

ガ ード ス( J ames B:>gardus，) 1800- - 1874) 生誕約1

50年目にあまり、建築史的には真に意義深い年である。

ために、この二人の先駆者の徒弟よりはじまり、近代建

築の発展に顕著なる足跡をのこした数奇な生涯を偲びつ

つ 、近代建築発展の一面を考察してみよう。もっとも 、

産業革命を起点と し、それより 19世紀末tこいたる西洋近

代社会にあっては、この徒弟なる語に二通り の解釈があ

る。即ち 、そのーはイギリス近代社会にあっての既成教

育機関における職業教育機関紋如を充当する職業教育過

程としての徒弟ーベ〈チユ 戸〆戸朝時代に救貧政策とし

て実施された徒弟法が、漸進的に救主主という目的をはな

れて職業教育過程と変形したものでるるがトーと、他

のーは、た r 単に生活の手段として、貧困なるがゆえに

人生の初期を徒弟よりはじめるという経済的理由による

ものとでるる。したがって、両者は身分階級をおなじく

するものではあるが、その本質は著しく具っている。

パダストゾ、ポガ F ドスの二人は、くしくも、この両

徒弟に該当するものである。

さTこ、私はグイグトリア女王 ( Queen Vi ctori a，1837 

- 1901) 時代におけるイギリス近代社会の園芸熱が如何

なるも のであったかは詳には知らない。しかし、 当時す

でに園都ロゾド y には園芸協会 ( Horti cul tural Soci e 

ty) の設立をみることよりして、造園黙或は花弁栽培熱

はかなりさかんなもの' ( : らったろうと忠われる。突際、

人々はー販の園芸家になるということが、地位と財産を

燈得する手段であるとも考えていた。就中、なんらの財

産或は門閥すらもたぬ人々にとっては、 社会的にも経済

的にも園芸家になるというととが慾顔でもらり、また上

流社会に接近する恰好の機会でもあった。

この園芸黙のためか、 或は他のなんらかの理由でか、

パクスト γ は幼少期にほとんど教育らしい教育を身につ

けることもなく、早くも 15才に して関芸師の徒弟として

人生の第一歩をふみだしている。関芸にともなう匂やか

な夢と包想、そして彼の続突と才能とは 、パタスト y を

一介の園芸舗にとどめなかった。とにかくも徒弟年期完

了後 ＲＳ 才にはＭＭｾ徒弟法によれば男 子の徒弟 期 完了年

令は24才までと規定されているのでるるが宇一一当時、

著名な愛国家デポ γ シア戸 公爵の園芸師 と立身し、さら

に2年後には 、その園芸頑となり週給 18 シリゾグを得る

24 

徳 田 頴

よ うになった。デボ Y シア 戸公爵家での仕事は花弁栽培ー

と、鉄とガラスでもっての温室の建築であった。かく し

て、 1. 830年に1ぬ仏埼のため3007 戸ト にもおよぶ大温室

の建築に活: 手し 、1840年には完成せしめている。これは

当時イ ギリス最大の温E主であるといっても過言ではなか

った。さらに闘芸頭という地伎のため、経済的にも時間

的にも余俗をもちえたためであろ うか、 パクス トゾの貴

族的経味と学者的数養はより顕著と なり、 園芸界の指: 司

者として人々の尊敬たうけるにいたった。

珍花を広範明に求めるべく 、公爵とともに海外に旅行し

また園表雑誌 ( The Magazi ne of Hort i cul ture) の

主幹として縦横に活躍したのもこの頃であった。湿室の

建築或は園芸雑誌上に度々発表した温室の設計索はパク

ストンの災際的経験を盤ー富にし氏。このような人為と経

験』士、 よく水品宮という近代建築発展史上における劃期

的な建築物完成の基調となりえたのである。パダス トゾ

は産業革命に端を発する近代文明の英雄達、即ち発明家

でも天才的技術家でもなかった。た宮 、ひたすら浪漫的

な夢と 、経験をもと L として、自己の情熱を現実に追求

してやまなかったロマ γ チストではあった。だが、あえ

て私は水品宮の建築をなしとげしめた、パグスト Y の情

黙の底に秘められたものをさぐってみよう。さて、政府

より水晶宮建築の依頼をうけたのは、博覧会開催に先立

つ1850年のことでるる。了度その頃パクス トゾはそれま

でイギ リスでは私培不可能 と思われていた孫衛産の大鬼

迩くくVictori a Regi a) のlful.室校培に成功した。その大

輸の塁走 しい凡! # な花はパクス トン を歓喜の絶頂においた

のでるる。名声と地位と財産は 、さ らにもまして高まる

にいたり 、水晶宮建築の構想は このよ うな策境のさなか

にらって、こ の大鬼j i j ! の花から思いついたとのことであ

る。当時の人々は太陽に光り輝〈鉄とガラスのこの建築

物を水晶宮仁Crystal Pal ace) とは名附けたもの L 、パ

ダスト γ 自身はむしろ水蓮宮仁Wat er - 1il y Pal ace) と呼

びたかったであろう。水晶宮の当時の建領家J妻、否広〈

社会全般にあたえた影響は経視 しえぬ ものがある。水晶

宮は温室ではない。それは鉄 とガラスの広壮な殿堂であ

った。過去の華箆な芸術的建築にのみ追憶と憧憶をよせ

啓象的な新時代の新しい建築に露ほどの同情す らあたえ

なかった人々も、水晶宮には驚嘆の眼でもって{ 普気もな

く2賛美の声をそ L いでいる。

建築主材としての鉄が建築美にとって、と' れほどの価



IitIがるるかと、建築美における欽の存在を無価値視した

ラスキ: / CJ ohn Rus ki n，1819- 1900) の言葉は水品宮

には妥当でない。

かくしてパダスト γ は箇芸家としてよりは、むしろ建

築家として有名となった。ブラ γ スに渡り、二三の貴族

の求めに応じて城館を建築したのもそのためでるったろ

う。これ らの建築物の詳初lを知るよしもないが、しかし

我々はパタスト γ の人為と水晶宮を通 じて、イギリス的

否 ヨ戸ロツパ的な近代建築発展の一面をうかがいうるで

るろう。即ち、パクスト Y の芸術にみられる浪漫性と現

実性の不思議な彼合性、そこに近代建築の浪漫主義より

折衷主義へ移行せんとする、漸進的ではあるが必然的な

発展の方向をろかがいうる。水晶宮こそは、よくその近

代建築の発展に先駆的役割Jをはたしたものであることは

こ L にあきらかでるる。やがてパ F スト Y は、はなやか

な、また充実 した生活の後に 、如何にもイギ リス 人らし

く余生を1i; o5年シデゾハムの地で永述の眠りにつくま・5

地方選出の議員として平穏に送っている。グイタトリア

女王は報いるにサア ー ( Si r) の材、号をあたえ、あつく過

するにいたった。さて、ひ るがえって次いでーポガ ードス

の生涯をながめつ L 、近代建築発展の他の一国生考察し

てみよう。 1853年といえば、ア メリカ 全土を流. J L ' l と混乱

におとしいれた南北戦争 ( Ci vi l  Wa r ， ( 1861- 1865)  

にさきだつこと約10年であり 、アメリカ北京都緒川、11こは

ようやくアメリカ 的な文化がその花を聞こ うとしていた

時代でらった。そのさきがけ としてユ ユーヨー クに大限

『覧会が開催されたので‘ ある。ボガ ード スはいちばや〈水

晶宮の突物大の模型を完成 し、文化的にはいてEだ後進的

な7 メリカの人身に新 しい建築の方向をこの tW覧会で展

示した。しかし、これはあくまでもヨ ーロツ パの先進国

イギリス の新しい建築物の紹介にとどまり、ポガ戸ドス

の偶性を表現したものではなかった。それはポガ 戸ド ス

の性絡と l士会〈臭ったものであった。

同] ち 、幼少時代はパダス トゾと類似の追を歩んだので

あるが、長ずるにおよんで、著しく 臭った;j 向をとって

いる。 1o∞年、エユ戸ヨ戸クナ1'1のー漆付キ ヤツキノレの主主

要買に生誕したポカ' ードス は、生家の貧困のゆえ、断片的

にのみ初等教育をみにつけ、やはり早くもパクス トゾと

同じく 15才にして時計仰の徒弟と して人生の第一歩をら

ゆみだしている。断片的とはいえ 、小学校において肱学

と物化学に特異な才能を示 した食家のチ弟 D 常として、

それば当然歩むべき方向でるったろ うが、 徒弟時代のボ

ガードスは苦悩と不満で終始 した。

そこにはパクス トゾの少年時代をいろどった浪波性は

少しもみられないのである。一介の時計仰になるという

ことは、ポガ ード スの野心の対象 としてはあまりにもノj 、

さいものであった。徒弟年期終了後 、当時野栄途上にあ

ったニユ 戸ヨ戸 クに来位 したのもそのためである。だが

大者"会はポガ戸ドスを遇するには、あまりにも無情でる

った。加うるに天才的才能のゆえ、社会に融合するをえ

ず、 苦難にみちた孤独な放浪生活がこ L ではじまった。

しかし人聞社会の厳粛さをらぢわいつ L も、ボガ戸ド ス

の才能は袋縮することなく、苦難のろちにI曽々伸長し、

遂に ＱＸＲ Ｓｾｦ に いたって新 型の精 密時含ｼを考案し、当時科

学者として最高の名誉であるユユ F ヨークのアメリカ学

会 ( Ame r i can Inst i tute of Ne w Yor k) の金メ〆ル

を獲得するtこいたった。さらに 2 年後には新型構計と新

型の綿総動航機を考案 し、次いで生!年、製糖機、華r週 印

刷機と相次いで特許を厳得し、多方面な天才的発明家と

して有名人となりつ L あった。

18お年にはドライ ・ガス計援に閲する或る震の発明を

完成し、再度ニュ ーヨ戸ク のアメ リカ学会より金 メ〆ル

を受覚した。また イギリスに渡り、[ e j ' t { 夏物に使用する特

磁な印刷機在完成 し、イギリス政府の提供した多額な懸

?宅金をfi . ! 1Wしたのは1839年のことであった。加号るにア

メリカへ帰国後 、十指に余る各積の発明をなしとげ、天

才的な発明家 、科学者として近代文明に鱒益するところ

が削る大であった。このポガ ードスの生涯は 、なんの臨

時することもなく現実的、実用的なる事物を求めて近代

文明の潮流に発明家 として情熱を投入した不屈な、また

剛毅な入閣を示すものであり、そこに我々は西洋的とは

いえ、いかにもアメリカ的な近代文明の発展の姿をうか

がい うること L 思うのでるる。対象が機械でられ、或は

昔器具' ( : あれ、便利なもの、役に立つものと、ひたむきに

際恨もなくそ L いだパグスト γ の才能が建築へ と向った

のは 、いつの頃から℃らったろうか。 1850年、床及び壁

休の支えと して建築主材に武鉄を使用し、ニユ戸ヨ F ク

の郊外に五階建工場を建築したのが最初であろう。

工場のf操 機器類の装備のため、さらに加うるにf ' l 喋

床面積の広大等のため、石、木材を主材と じては大工場建

築は不可能でるった。それには鉄材の使用のみが可能で・

あり、それをなんのためら うこともな〈実際に適用した

ボガ「戸ドスは、 新 しい建築分野' ( の、やはり勝利者でも

らった。この建築物は鋳鉄でもってせる世界最初のもの

であるとは され、近代建築発展史上における剰期的な建

築物で・あるが、その詳細は不朗' ( ある。おなじくポガー

ドスの建築にして、率にもその詳細を認知しうるものと

しては、 1873年ポルチ モアに完成をみた太陽製鉄 ピル C

Sun I ron Bui l di ng，筆者訳〉五階建がある。この建築

物は外表商に鈎鉄柱を露出せしめた典型的な鋳鉄製ピノレ

であり、その怠I米においては、やはり世界最初の鋳鉄製

ピル ℃あった。 さらに相次いで、ワシ γ トゾには 7 〆ム

ス近辺 ピル ( Ada ms  ExpressBui l di ng，筆者訳〉 シカ

ゴにはパース・ピルくB i rch Bui l c¥i ng) をおなじ工法で

完成 し、近代建築の発展に貢献するところカ湖る大であ

く29頁へ続く コ

お



ハ ガ キ 回 答

最近竣工の建築を批評する

ア ポ ロ 座

建築批評の必婆性はかねてより各方商から唱道されて 拝盛諮御市柊の段慶賀に存じますさて御多忙中恐縮乍

いる。然し専門家としての建築批評家が生れるには、そ ら会誌「建築と社会」に建築批評を御顎い致し度〈ド記

れti. けの社会的な基盤ができなければならない。編鵠委 の建物の内何れかについてなるべく具休的に一般的傾向

員会は先ず地均らし工作の為に、主もか〈一言づつでも ・むなく建物名を挙け・て御意見御批評を返信用ハガキに御

・できるだけ多くの方から批評的御意見を承り度〈、右記 記入の上来る二月 二十五 円迄に編集部局に御; 得、送下され

の様なハガキを出して御回答を御願い した。ハ -}l キ発送 ば幸甚に存じます。

数 1∞枚御回答は15通で今迄のア Y ケ戸トよ りも御回答

率は惑かった。それと共に御回答の内容に於ても建築批

評の社会性がまだ確立 されてないことを示 した。

村 野 藤 吾

1 航空ピル

3 不二屋

5 アポロ座

2 国際見本市会館

4 日本経済新聞社

6 高島屋新館

流器を通過して具象化された社会的生産物官; b るべきが

航空ピル 故に 、それがグ如何にして作られたかグカ: 問題でるり建

窓ヵ: 非常に美 しいと思います。丸い角がもっと鋭角に 築批評の核心となるべきでるって、その形態の皮中目的観

っき出て居れば更らに印象的 と思います。 察による H もてはやしググこきおろしグは建築創造過程

国際見本市会館 に於る人と人との真剣! な触れ合ひを 月E号するものと云へ

非常に清潔な感じがします。がも少し: 華やかな感じを る。縫って出来上った作品を一瞥したのみ' ( : - の許され得

与へてもよいのではないでせうか。内部は申分ない出来 る批評の範囲は ρ たかの知れた ρ もの℃あり、その建築

ばえと思います。 の持つ本質には何ら触れ得ない'(: あらう。以上をもって

高島屋新館 批評の言実に代へる。

既設の構造を利用したものとして叉、 意匠の近代的な

点に於て誠に相応しい出来ばえと恩います。床の色が明

るいものになればもっと引き立つと思います。建築物の

手入わ が充分・でない為め と思います。

〈筆者村野、森建築事務所長〉

山 根 正 次 郎

11 建築グ とは他の純粋芸術の如〈建築家のみの自由な

創造物ではなくて、 起函から竣工に到る迄その建物に直

接叉は間接関連を持つ個別的社会的要望制約、条件、が秩

序と規準とを以てギリギリ迄追求され集積され、それら

が建築家のもつ技術と判断力主美意識と人格と云った整

初

高島屋新館 光 安 義 光

改装であるが、此作品に接した持久し振りに坂倉準三

の持味にふれたと思った。

蛍光灯と白いプラスタ 戸壁、天井、テラ ゾ戸の市松

床、群青色のガラス〈アグ リラ f ト〉スグリ 戸Y 、すf ラ

スフ・ロック、此等の材料により構成 された空間( 主私( 土始

めて味った。此作品が商庖に与へた影響{ 主余りにも大き

かったと考へている。

〈アグ リラ イ トの施工はもっと考へるべきだある〉

仁筆者兵庫県営鰐課〉



国際奥本市会館 稲 沢 喜 久 太 郎

太建物は周囲の環境が良くないので、折角の高層 ピル

であ りながら、何だか落付きがな〈、 引 き立たないのが

第 一 印 象と し て残念 Ｎ ｾＮある 、附 近一体が早 〈 美 化される

こと を祈って止ま ない。

先づ外観 としては何の飾り けも持たない 、I宣告泉と直線

の交錯 しているだけの、突にス ツキリ とした白型の七階

Ｇ｣ 、 澄 み き った 育ｾに 此 立 し ている議は 、 消楚そのもの

といってよ し、。

一階のサ ロンは西と南に天井まで筒後けの、全体ヵ: 硝

-f 張りとなっていて 、その室内の明るいことと 、: 天うえの

よい臼などは太陽の光紛が一杯に射し込ん C 暖房も¥，ら

ない刊で大変に感じがよい。

全体と し て室内のどこをみても 、 色ｾ Ｚｾ が非 ｮ に優れて

いて、 誰れの眼にも気持よく受取れること・むらった、概

括 していえば、設計も施工も最近大阪に於ける 、ヲ害J包の

ものであるとい うこ とが断言できる。

国際見本市会館 松 本 儀 八

大阪方商で最近竣工した建物の中英容l i l : に於ても英氏

に於ても能くま とまった然かも明るい感じゆする出来栄

への建物の一つであると忠ふ。

室内を見て廻っ て教へられた点も多かったが 、第一に

気付いたl lJ.は竣ヱ後時間的に来ti 幾何も経たないのに 7

ロ戸リ ゾグ 7' ロック の甚だ しいアパ レ 〈シ リゾケ 戸ジ〉

である。恐らく 施工当時にはまともなもの℃あったに初

速ないがプロツ F 用材〈ス トリ ツフ・〉のシ 戸ス' エ γ グの

不充分から生じた現象であって何としても惜しいIJr であ

る。

在来 フローリ ゾグとかフ' ロックな ど業界-c; ( 士や L もす

れば等闘に付せられる傾向もあるがさ℃竣工後民及ぼす

影響が視に大きい、械に心すべき引だと好感した此建物

の床の在日きも正に玉に仰の践。

く答者大阪府家J1尚工業wr"J 組合腰、H長〉

航空ピル 中 野 順 次 郎

外壁 タイルの色が不統ーであると災がつくが、かつて

絵画にまbった点描画の手法と思ひ合せて色彩効果( 主主主か

になり結果からみてよかった。多iit のタイルを去心して

同色に焼き上げる無理なことを考へず、むしろ破たんの

ない僅かの色ちがい、] l ( は濃淡のある製品を有効に使用

して 、しかも広い面積の壁をこの建物の如〈強かに 、や

わ らかく、 仕上ること を肯定したいものである。材、科の

製造経程施工への関聯が無理でなく自然でるることは経

済的に妥当な方法であり、同時に窓l足的にも認めなけれ

ばならない こと である。

但 し強さ 、耐水、耐火等の如き材;同そのもの L 構造的

価似が異る ことは認め難〈 、これは材料への沢本的IQ:.;iJi:!

条件 である。 ｃｾ 医者都島商工教頭〉

堀 口 墓 古

私は毎日 、朝と夕方と航空 ピルの傍を通る。航空ピル

は敷地の関係上とれと 同じ よろな敷地に建てられた他の

建物と同じよ うな感 じを人に与へる可能 性がある。チ リ

ー飴といったが外間の写真でみた建物の感 じが、 航空ピ

ルを凡るごとに思い出されるのは 、こ の敷地による制約

からくるのでるる。

航空 ピルの阪急側の手法は大変いい と恩います。阪急、

京口電停側はチヨッ ト手をぬいた感じで、す。

とにかし建築家を して道を歩いていている時 、オヤ

と上を仰ぎみて建物の全貌をみよ うとせしめる建物は外

観上すぐれたもの・むありましょ う。

大阪駅前から 、電車にのり 、阪急東口へ姐るときに窓

からみられる航空ピ ルは素敵です、 夜みてもきれいです

.オヨ。

あれに最( マス〉の偉大さがあれば申分らりませんが 、

高さの制限日帰也等の関係上こ れは望んでも得られませ

ん 。 ( 筆 者 府 立 淀川工高教検〉

建築批評について 小 田 島 兵 吉

小生未熟にてぷ家の作品の批評など思いもよらず 、た

足、単にli. f- き嫌いだけを申したく存 じます。

H き… … ・・・な し

敏 い … … ・・・・・不二屋、高島屋新館

好きでも搬でもな し……. . . . 国際見本市会館 、

アポ ロ座 日本経済新聞社、航空ピ ル。

仁筆者大林組設; 惜日長〉

航空巨ピル
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高島屋新銀 中 川 す 3 t

〈流行はデパ F トより) Iヒ衣草寺、雑貨等の宣伝に良〈用

ひられた言葉でるるが建築にも該当するものではないか

? るらゆる階級が容易に出入出来る処 として、今日では

「デパ 戸ト」 程の場所は他にない、それだけに壁仕上一

つにも気を配らねばなるまい。

高島屋が大衆に 「デピ ユー」 して一年、現在の処 「ナ

シメ 戸 1J だとの世評は何にらるか? 第一に新興材料を

巧みに使ひこなぜたことでらろ号 、との工事の利点ば外

観の費用を要せず、それだけ内装に 「プチ込めた」 こと

でるる。天井構成、床装備、壁仕上、英仙造何l付帯施設

に新材桝を用いて戦後の建築界にー具彩を放ち 、或意味

では建築界への啓重量的だと言へる面がるる。 i外国雑誌

」の 「コツヒ・ィ 」或は 「イ ミテ戸γ ョγ J 1マ Y ネリズ

ム」だと言はれる方面への確かに鉄鎚でるる。

「アプレゲ 戸ル」の良〈狙上にのるとき、 「アメ y ゲ戸

ノレ」 よりの建築家ではなくてはこなせない苦心の跡がま

ざまざと拝見出来る、各部に就いての感想はとても拝受

の 「ハガキ函」では記せない。

流行は 「デパ { ト」 よりいやいや建築の新意匠も 「デパ

F トJ よりか?

奥 戸 大 事 主

人間に完全なる人は ない、夫身長所もらり短所もある

ので箇白い。建築もそうだ完全なるものはまづ見当らな

い。夫々ー長一短であり叉人の好みの差異によってよい

とも 惑いとも云ひ得る 、暇がないので夫 h 建物を見てま

われないので今回の批評は 一応お断りしたいと思いま

す。皆様がよい建築を作ろうと努力精進 して居られるこ

とに敬意を表します。

〈筆者日本 7' ロツグ建設神戸出張所〉

日本経済新聞

28 

不 二 屋 f中 忠 1奪

久 し振りに心斎僑に出てその一角に忽然と して出現し

た、不二屋の構成に快裁をさけんだ、軒並のねち こい 7

アサ 戸 ド建築の中に超然とス トリツ フ・の素材美を誇って

いる但し、そのはだば少々荒れていて手入が足らぬ様に

思はれた。 く集者野村建設工業〉

アポ 口座への疑問 上 林 1等 、量生

此の建物が出来上った当座、偶然私と学校を出たばか

りの若いデザイナ 戸がその前を逝った。彼は村野先生の

方のデザイ' . / t e . と云ひ私は違ろと主張した。其処で内部

も見せてもらって確かめるとととした。内部でデテイル

を見て私は直ぐシャツポを脱いだ。その有名誉く? ) を

補 うために二三言云はせてほ しい。

此の建物の企画から完成までに何か大きい[ 聾筈が出来

たのではなからうか、例へば予算が急に削られたと云号

線な 、さうで ないとしたら平面の取扱ひや材料の取扱ひ

からあのやうなチグハグの感じを受けないだらう。

仮設構造と秘する 7 オサイドの鉄骨の柱梁は何を窓図

しているか。 : 意匠上とすれば如何なる美学もそれを説明

出来ないだらうし、構造上 とすれば常識が成り立たない。

収容人員と師数の比の上から不経済な計画だと思うが、

例へばプロメネエドに楽しさがなく機能的でないのは中

途らから施主側の平面変更がらったのであらうか。

完成に至るまで事務所は設計管理が出来なかったので

あらうか。外観の色彩計画は組雑でるり、育児の壁画は

グロとセゾチを強調し、ネオ γ の広告塔に至つては飛田

にふさはしいものとなっ乞いる。

以上私は自問する 、そしてこのケ戸スは事務所が外的

悪条件に予儀なくされて出来たのだと自答 し度いのであ

る。 ・ 仁筆者大阪市大〉

不 二 屋
高 橋 誠 義

大家の設計に対して彩、如きが批評がましい事を述ベる

のは甚だ潜越ではあるが、二三思いついたま L を記させ

て頂〈。

1. 外部コゾ F リ戸 ト打放し壁は特異な行き方であるが

関西人の好みから見て、父あの場所で、レストラシ用

としての建物に、設計者の芯図された効果があがって

いるかどうかと思ふ。

2  屋内南側壁面六角形色モザイツクの曲紋模f設は三階

ぶっ通した%t . 味が現れて居らず、叉タイノレの色が冴え

ず家具等の色合とも調和しない、材料選択に今一層の

考慮が払はれたらばと思う。

3  食堂と11 ' 1 房の境にスグリ p ・ ν を設けないのは新 しい



儀式 であるが、あまり 美しくもない厨房天蓋や使用人

の動きまはっている姿がまる見えで、食堂の雰囲気と

不調和 な気がする。

4. 二、三階白色駁音テックスに蛍光灯ルーバ 戸をはめ

こんだ程快な朋るい天井は床の淡緑色コユタ イル と相

待って新鮮な感じを与へる。

5. 前記プムタイル の白地割を窓方3L]}. 柱心と合す為に

三四列プムタイル の巾を縮めてあるが、; ! oの模嫌と し

てはそれ程苦心して窓、柱心空手と合さなくてもよかっ

た 隊 に 思 ば れ る 。 ( 稿 者 大 総 組 設J 問。

回

まあづ一。日本建築協会が「建築批評」を育てゃうと

の党閣の如何は別として 、取りあげられたと云ふことに

満腔の敬意を表したい。処でその演出とピックアップさ

れた雄物群の名を見ると関西-e.， - . k . 阪とー云ふ臭いが

プ 戸 ｙ と来る。妄言多 ｾｬ 。一試寸評ー航空 ピル 鋭角な出

隅の丸い面 ! 思案の果てはね一。 国際見本市会館物は何

であろうと兎角背広スタイルにしておけば婚礼にも葬式

にでもー。 ピノレス タイルと云ふものは写真を見ただけで

は方角がわからないのがぶ坊のスタイルらしい。不二屋

今からでも径離宮を建てたいと恩ばれるのでせ うね。 日

本経済新自画社 H本の経済は戦前の資本主務を fli 復習 して

いるんだと云いたいのでせう。アプレゲーノレ J ) 失業人が

金が出来てアバゾゲ 戸ルの隆明: を来似たくなったとすれ

ば ? アポ口 座デザインとは数の問題℃なく質の問題であ

ると云ふ明らかなことの立証 ! コゾマージヤリズムに対

する深い理解、歌麿が移t絵を管〈時のi議広の心mはどう

だったろろと恩ふ。 高島屋新館コルピユ ヂエにならいま

したと云ふ ことを公評 したのでせうね。

如何なる脚色をされるが多少不閲にて 「どれかの建物

をとりあげる」 と云ふこと自身が既に批評の始りとなり

思案技首、絶詳を試みました、繍湾都千千( ，古. の糾l努力を多

と致します。敬白 〈筆者「三f日建築マIffiJ ifr 長々〉

小 林 清

建築乃批3‘Fと云 うものは 、一寸外観をみた足、けでは 、

出来るものではありません、勿論内部や、設備を光分見

た上、建築A . の意見や、設計者の意凶をきいたりーある

いは建築工設のことを充分に知る必袈があり 、うわ国だ

け見て、とやかく云うことは、いとも美しきコーヒ茶わ

んに容れられた コーヒ を眺めてそのサわいをJ命ぜよと云

うに等しく、不可能とも云うべきことです。お!l 寄りまで

Ｈｾ在者新住宅社々長〉

高島屋新館

男
( ハガキ図書終り)

( 25頁より 続 < )

った。このように不断に休むことなく死の直前まで、現

Ａｽｾに生き 、 未来をさｾ｜みつつ活躍 し、 苦 悩と不満でもって

生活をはじめた ニューヨークで1874年その多13な栄光に

みちた生涯の本をとぢている。

未来とは創造すべきものでるり 、現在とは創造と建設

を促すべきものでおった、ポガ ードス のこの生涯を通じ

て、 我々は近代建築発展におけるアメリ カ的な方向を匁l

るのでるるo onち、それは過去の伝統に制約 されること

なく 、ただ実用的な方向へ、機能的な方向へ と、なんの

ためら うこともなく悲進した獲であり 、そこには、かの

ヨーロツパ的な過去への愛渚は 、少 しも存在しない。西

洋近代建築発展過程において、ヨーロツパ的なもの、そ

してア メリカ 的なもの とのこ主流を強調するゆえんはこ

のためであり 、更には 、建築なるものは 、すべて人聞の

創造に よるものであり、建築物は建築家の個性の表現に

ほかならないがため、徒弟よりはじまるパクス トγ 、ボ

ガードスの生涯を考察 し、それと関連して近代建築の発

展を考察 したのである。しかし この小論文はあくまでも

近代建築発展の一面を考祭したものでる り、決定的なも

のではない。ま してこ の叙述は史的方法論にもとづいて

なしたものでもない。 単に一試論として執怨したもので

あり、学問的という意味においては 、その完結を今後に

矧する次第である。( 鍛才? 阪大文学部大学院研究室〉

|;:  電 iitl:.
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幹 事 津 村 m ー | 委 員 長 骨 量 出

委 員 五 百 綴 芳 明 |高 慢 員 長 岡 田 孝

肉 池 問 主 主 維 | 幹 事 竹 内 成
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疋

中

H

一

問

栗本、称長 、中野委員集合、朝日石綿特製スレ 戸ト 仁っ

き最後の審査をなす ため中河内郡知美村同社大阪工場に

赴きＩ Ｑｦ ｴ 料 、 製造行程 、 観察 、 各種試ｾ Ｚ、実況を検分後同司王

Z容所で審査呈会開催最後決定し 、別項の如くま正明を発する

事: じした。f r ，j 同月 18 日 31埼於朝日開催置境委員長外 7 名

出席 、控聖域コンクリ ー 卜製品スレ ート、 関西ベイゾ ト製

品防火主主料、ヤハズラス社製品のラス新規申出品 につき

三社技術者の説明を聞き質問後イ ワキ スレ ート 並ラスは

夫々適宜工場検分後更 ｴｾ 協議 、 防火塗料は布施委員 仁 他

品共比較試E訟を行った結果 t: よ 9:再検討す る事とした。

倫懸案中の岡島アスタイル 1.ついては竹内分科主登よ b

制査研究 の結果報告ゐ b別項の通 b証 明溌 行 仁決定 じた

彦

( 2 月分〉会 務

和歌山支部

定例理事会

13 日 2 時よ b於朝日中野主記代表タ卜9 名 出席 、関西ペ

イγ ト共催防火重量料講演会開催。防火建 築 f二関する助成

法案学会9ト共同建議の件、 同会連合請負約款今後分布方

、工業高等学校優秀卒業生 じ対し本会よ b表彰する件、

入退会々員訟衡別表 遇 、退会申出者 tこ関す る扱 の件研 究

する事など協議した後 1 月分枚支会計報告。各会の経過

報告した。 f品，j 20日午後於朝日臨時刻事会開 催役員の窓任

仁関し懇談した

会第委員会

2 月14 日5 時薄手函工法映写会約1ぴ7名

16日3時菊IE宗醸造場が，30名別項の通り 見 学じた

配念事業委員会

2 月H 日2 時よ b於朝日総務部会開催

趣意 ｦ 号 、 ｾ部分担事項予算等協議

20 日各部長会開催 、趣窓容、予算検討

祝賀会方針、報告会最後開催 、住宅図案懸賞募集、資

金募集方針、臨時麗採用方針等協議

26 日於朝日出版部会27 日於朝日 慰霊部会、イ主宅展都会

開催夫々大王直方針を協議した

毎集委員会

28 日 3 "寺於朝日向石委員長外出席四五月企聞協議四月

以降新役員担当なるも溌行支障を生す' る古文使定企商を進

める事: とした

建材育事会
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2 日10時より同事務所じて島村、栗林 、副支部長薮本

幹事等と本部大和常務m司王列席支部発展策、集金方法、

経費問題等 協議

建築遠鏡委員会

建築基準法仁関し検討するため本委員会を設置する事

とな b第一回を 6 日 2 時於朝日開催中沢誠一郎、中西六

郎、中野順次郎、稗回 f台、有国安三郎、刊号尼健三 、各員

出席中沢氏を委員長 1ニ互選、後主主築基準法 1: 関し検討し

たが引続き図を泡ねる司王とした

25 日 2 s寺よ h於朝日第 2 閉会合、中沢委員長外伊東五

良1¥、 中f I l i - 稗田委員等出席 、大阪府 f二於ける改疋条文原

案 l ニっき検討した

定例午餐会

7 日正午ニュ ーオ戸サカで別攻の通り開催

災害蚤員会

5 日 2 P守於朝日池間宮彦委員長外 4 < 1 ; 出席今年挙行さ

れる予定の本会記念事業企商中 l 二本会多年間査をした地質

表出版を提案する事を協議し主主のst*'! の整備方法じっき

検討 した

創立三+ 五年言E念事業委員会

予而委嘱した上記委員会第 1 困を 9 日 正 午 市 内 見 本

市会館仁て開催竹腰会長外各役員東畑記念事業委員長外

委員各位等計53名出席、池田主記規事司会の下 l二竹腰会

長よ b閉会挨拶後 、本事業遂行仁ついての協カ方を懇望

され 、中野副委員長よ b挙行仁三笠る経過報告と準備委員

会じての草案内耳与を説明、後進行上の{ 更を計るため各部

を設け部長並 ｴｾ 部委員仁各位をお願じ至急、各部 の 活動方

を依頼した

池岡宮彦氏は災筈委員長として地質問査表の出版を熱

望 、育問安三郎氏住宅展開催 仁協力方の: ! t 見があった 、

京畑氏委員長としての挨拶と資金部長として各位に援助

方を懇請、大林高ｉｪ委只長出来る限り各位と共ｾ : 協力し司王

室長遂行合邦1したい宵を述ペ併せて閉会挨拶後 2 1時解散

建材審査委員会

8 日ヨ時半分室 、置t儀委員長、竹内孝、 日野 、真口 、



5 日午後 2 時並 8 日正午於初日青木現; ' ) ，1 : 9卜!i l J帯協会' 27

年度理事推薦の件 、協会来入会者勧誘の件 、カ F ログ発

行協会 と協力の件全f 協議した

定例午餐会

2 月定例 lま7 日 l' = ーオーサカで 開1m前夜来近年稀な

雪積で 当 日の集合が気逃ばれたがりく雪粉々の 中ｾｩＡＡｊＮＺいな

〈会する者47;g，午餐を共 l 二しデザ戸ト{ :入 b竹版会長挨

拶後下記数氏のテ ープルスピ ーチがあった。小}ll i E 君父

子同 じ職業で先輩各位と斯様な席で会す る事の悦ぴ と近

〈渡米の事: など。今林彦太郎主主治い方々と会しx故人を

迫却し感慨深いものがある。青木友一宏此の会が廻1 ) ｾ寺

ちで世話し会場 も移動してはとの意見あ b 早速竹腰会長

より言い闘しペ t二次回青木氏仁一切の世話を依穎され岡

京建材部で引受ける事を承諾されるなど談笑。3 1 " ( 陶青木

真一宗南方視察の結果建材進出 の痛感、 rjJ 西六WJ 君技術

陣南方進出要望、 など賑かであった、 やがて当日余興と

してく東洋々瓦株式会社寄i!¥占) i漫談話武花月本九虫丸丈到

着 約30分間同丈の話 仁耳を傾けた、 ヨ日寺近く大和輝一司王閉

会の挨拶後新入会者日本? 性1ij 旨会社よりの若干I ! 告品を手 l 二解

散した。

く毎月の本午餐会仁は各部門より多数御参加ゐら ん事を

お願いたします〉

防火塗料講演会の経過

予而計国中の関西ベイゾ ト株式会社と共 H11. l".ii e . 講演会

は予f? のJi l i 1) 2月22 日1時集会今橋 F ラプ大 ホールで 関俄

本会並関商ベイゾ トよ1 ) : 流せられた案内 l ーより凡'2 0 04<，

来聴者あり受付で同社製 ｓ ，の カタロ グ見本等 ｾ ｴＧイナ 、 会場

一隅展示の防火塗料外製品ぞ各自観覧、 1 H寺30分本会王理

事奄沢真弓氏司会の下 t二開始東畑話11会長閉会挨拶

市大教授中沢博士、小島地主主泊給部長等所感関丙 ベイ

ゾト菅原常務校拶あ b たる後J I SJ K5661 と倒産 IlJi 火栓料

t二っき建設省研究所修二部長森徹氏君主泡宇E耐燃 t: っき

東大綜合試駁所桜井高景氏防古監とｾ泡 ｽ ｊｩｴ Ｚｦｬｒ t二っき 問所

泉笛雄氏防火建築規準法と防火雨戸 t: っき 東大浜国稔

氏夫々熱演 、最後関西ペ イγ ト|幼火主全米同t燃の防火実験

を20分余行い、質問等あり、竜沢11 弓氏閉会の言葉をj d ;

ペ 5 時閉会 した。

編 集 後 記

予告のJ i i i り木月号は民間放送建築の特柴と した。放

送の内容そのものが各局殆ど似たiX{ なも ので あるとの

批評もあるが 、それでも各々特徴のある様に 、その建

築も似て漏る様で且つ夫々に特色をもっている。しか

も木号に御執悠下さった諸氏は夫々具った観点から原

稿を御! 斡き下さったので 、夫々に興味深い。御執筆の
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正会員 松久保敬三雲逝去

本会正会I只u常T

日 苦突健 虫如日阿首潰 Ｒ 揺疹 Ｕ の ｔたこ め ｩ怠急急ｾ，立 Ａ ，、逝すられ Ｓ迩主に ｦ痛南削 Ｑ惜昔の ｊ級傾みであ ｨ ま

す。

草寺は大疋 13年 2 月20日本会に入会以来展々役只委只に

就任現lこ評議員とし て木会今日の隆盛に寄与せられし功

絞は実に大なるものあ1 ) t苛今後も震に侠つ色の多〈あり

ますと き俄かに永別の悲みに巡うことは誠に恰みても余

りあることであ b ます。

主主に照肖と略歴をJ包げて哀悼の誠を捧げ差是かに御冥穏

ぞか祈 ｨ い ｴ ｾ します。

1  君は明治29年 3 月30 日兵庫県三原郡志知村に生る

1. 明治45年 3 月 関西商工学校土木科卒業

1. 大正 3 "'F- 3 月 同校建築科卒業

1. 間 作 9 月 辰野片岡建築事務所入所

1. 同 13年 9 月 間所退職

1.  同 年同月 株式会社大林組入社

1. 昭和 8 ｾ下 Ｔ 月 間社退職

1. 同 年同月 合名会社尾形工務所無限責任社員

1. 問 14年

ＱＮ 悶 ｾｉ 三

1. 同 21年

t して入社

退社

株式会社庚辰五且を創立し代表取締

役に就任

株式会社住合組と社名ｾ夏代表取

締役を重任現在に至る。

悶に 3 月31 日自宅 iこ於て行別式挙行大和常務規事並に

戸川 ｾｬｽＺｩｦ ［己弔問した。

諸氏には御多忙中を非常に御急がせして、しかもこの

特集が遮れるなど御迷惑を 御 かけした 事 を 御 詫びす

る。

先般材料と設備凶1系の方 々の座談会と設計関係者の

座談会を夫々開催した。何れも来月号の誌上に掲放す

る為である。活語Eな号持続が交換されたが 、何れ来月誌

上で御覧を願う筈でらる。( 白石〉
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寄贈安換雑誌案内

現在本会に寄贈及交換設に購入している窃籍は下記の

涜りで、同議籍は本会図管室〈朝日ピル 6 階〉に備え付

けております設随意御覧下さい。

新 建 築 … . ... ・H ・- … … … ・ ・ 新 建 築 社

国際建築・…・. . .・H ・........ ....一美 術 出 版 社

建築文化… ・… … ・…・・…. . . ・ a ・..彰 国 社

建築雑誌. . . ・ H ・. . …・・・・・. . ..・ H ・- 日本建築学会

新 都 市・…. ... ・H ・.......・ H ・- … 都市計画協会

連設月報… … … - … 建設省大臣官房弘報献

金属表面技術・…… h ・・・・・・・金属表商技術協会

エ学技術月報・・・… ・… … … ・通産省工業技術庁

管工事工学…・……. . . . . . . . . . 日本管工事工業協会

日本学術会議月報・… … … … … ・ ・日本惨術会議

熔接界… ・・… … ・~… 日本印刷出版株式会社

Ot の[ 也〉

製 造 ・ 販 売 ・ 責 任 施 工 |

大 阪 コ ン ペ ス 建 材 枇 |  

大阪北区浪花町三五電話集崎仁37) 三二 pg入 ilf ( n千)1

倉 庫 大 淀 区 本 庄 西 i W3 の 1 4  1  

建 築 と 社 会

第 3 3 輯 第 4 号

ｾｬ￩ 価 Ｑ 昔 ￭ｪｬＸ Ｐ 門 〈送料共〉

昭和27年 3 月初日印刷・昭和27年 4 Jl 1 日溌行

編集・発行人 神 田 誠

ｾ行所 社団法人日本総築協会

大阪市北区中ノ舟3 ノ3制日ピル

電 話 北 浜 @1 3 3 4 - 9 零

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

大 阪 市 北 区 鉱 山 町 ・ G f) 

印.IilI J 者 網 野 栄

大 阪 市 北 氏 堂 山 岡J 6  6  

印 刷 所 株式会社研3 t 社I t.r育J' 崎匂初日l I t

E百 理

波型・厚聖l スレート葺工事

赤 褐 色 塩 焼 瓦 葺 工 事

東 邦 商
A  

コ巴耳

大阪市東住育区桑津町三丁目ヨ王九

電 話 天 王 寺 く77) 129G
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給ぶ・給湯・消火・衛生設備概要

幸庁 築 要概

着 工 昭 和 2 5 年 1 月

竣 工 昭 和 27 年 3 月

位 置 東京都千代田区有楽町 1 丁目 i 番 地

敷 地 面 積

建 築 面 積

建築延商積

階 数

軒

構

設 計 施 工

衛 生

三;: /1.
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吉

田
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1247. : ; :5G坪

14642. 733坪
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衛 生 諸 設 備 概 要

1 . よ 水 給 水 設 備

東側及南側道路都水道本管よ D二本のサービスメーンパイプを分岐建物内lこ引込み地下 4

階機械室内の受水槽に受7 k L. 之よ b上水揚水ポンプにで塔 屋 3 階の屋上上水槽に揚水 し，

水槽 よb は重力式に依 Dパス， 洗面#it ， 厨房等約 5J O箇HJf に給水します 。

2. 井 水 給 水 設 備

本工事は地下 4[培の熊井よ b ポアホールポンプによ b地下水 を地下 4 階床下内沈砂柑及井

7. K 貯水槽に貯水し之よ b 櫨過ポンプ， 急速観過装置を経て'浄水槽に貯水し，更に井水揚水

ポンプにて塔屋 3 階の屋上井水槽に鋤水 します。水槽よ D 仕重力式によ b 大小便器洗樵水，

撤7.K栓，冷凍機冷却水等約 360 箇所に給水します 。

3. 給 湯 設 備

地下 4 階機械室内に ストレーヂタンク 3 維を設置し蒸汽加熱管によ D加熱されたる温水を

パス， 洗面器，厨房其の他約 480 箇所に常時供給 します。

4. 消 火 設 備

地下 4 階雄被室内に消火ポンプ，クッシヨンタンウ ，空気圧縮機等を設備 し各階87箇所の

自家用消火栓及消防活専用の 消火栓に接 涜し非常の際り; 消火投の開放によ D 自動的に消火ボ

ン7 'がJ出動いたします 。叉，f1. 設防火7 ・ロツウ の尾外道路内配管にも述給し て共同消火の目 的

に供す る様にいた して あ h ます。 f古i ( ま建物外壁にサイヤミース' コネウシヨン 3 備を設け消防

よ暑のポンプによ b 有II7J < . をうけるようになヲています 。地下 2 ， 3 ， 4 階日; 自動車の駐車場と

在ヲています関係上之等のために泡沫式消火設備が設けてあ b ます 。

5. 排 水 通 気 設 備

i 階以上の各持具の排水位犬々 取極め都下水本管に直接放流 します。地下1， 2 ， 3 ， 4  

階の排水 位地 4 階床下設置の汚水 ピット及び雑排水 ビット に導主排水ポン 7 'によ b 部下水本

管に排出し ます。通気管の殆ど仕各器具単独に取出し犀上に導い てあ b ます。

6. 塵芥嬢却温並ダストホッパー設備

塵芥焼却炉には補助燃焼用の ストーカ を設備し之等位地階 4 階に設けてあ b まして煙突は

単独に屋上に立上げてあ b ます 。ダストホッパー は各階 1 筒 所宛設け てあ b ます。

1 . 衛 生 陶 器 及 器 具 数

陶器付; 東洋陶器械式会社製 1 級品を使用し附属器具類仕凡てウ ローム鍍金特製品 を使用し

ています 。叉客斤l使所の 7 ラッシユ穿は使用者・が殆ど外人でありますので特に米 国 スロンバ

ル ブ会社製 ローヤル ヲラッシユ穿を使用す ることに して が b ます。

洋 風 パ ス B H  --- :>2・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・1: ->1組

洋 風 大 便 器 c  --- 150・・・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・ l31

，ぅ，

c--- 38・・ ・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・ 83 

/ /  

c--- 15・・・
4z、J  

不日 風

_ .  ー

便 器 c ，......- 1. ............... ..  25 
ノ ¥

堅 型 使 器 U ，......- 30・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・ 47 

日ょヨ幸ーー 持十 11足 器 u  ｾ＠ :23・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・25 

洗 商 若ii: L  - - 340 H ・・・・・・・・・・・・・・・132

/ /  
L  .- 340・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・ 73 

/ /  
L  --- sOO・・・ ・・・・ ・・ 8  



洗 商

/，/ 

/，/ 

か

子 1先

/，/ 

器

器

L " . . _， 92・・・ ・・ ・・・・・ ・・・・・・・・ 34組

L " . . _， 73・・・・・ ・・ ・・・ ・・・・ ・・・ ・ 2  

L " . . _ ， 2・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・ ・・・ ・ 4  

L  " . . _， 126・・ ・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ 3  

L " . . _， 1)・・・ ・・・・・・・・・・・・ ・・・ G  

L " . . _， 34・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ 1  

洗 髪 流 し

陶 器 流 し

ス ロ ッ プ シ ン ク

水 呑 器

S  " . . _， 105・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・ 5  

S K " . . _， 18・・・ ・・・・・・・・・ ・・・・・・ 11 

S K ". . _， 22・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・24 

S  " . . _， 145・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15 

メデシン キャビネット ・・・・・・・・・・・…... . . ... ......... ......1. 34

鏡 ・・・・….. . . . . . 一…… ・…・・・・・ー・・・・ …・・ 1..1. 2

水 石 鹸 抽 出 器・・・・・・・ ・・・・・ ・・…. .... ... .....一 .... . .. . . . 107

ｾＮ＠ * 設備 に使用せる主なる機器類

上 71 < 受 水 槽 鉄板製角型 巾3040粍 × 長3040粍 × 深一1. 600粍・・・・一. . ............ .. 1;) 喜

屋 上 上 水 槽 ρ  巾3040粍 × 長3660粍 × 派1. 600粍・一. . . . . . . . . . ........ 1基

上 水 揚 水 ポ ン プ 電動機it J : 結横型ターピンポンプ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・ 2台

井 水 温 過 槽

井水温過ｾンブ

井 水 揚 水 ポ ン プ

屋 上 井 水 槽

mア ホ ー ル ポ ン プ

ストレーチ・タンク

温 水 循 環 ポ ン プ

消 火 ポ ン プ

ク ッ シ ヨ ン タ ン ク

空 気 圧 縮 機

消 火 栓

汚 水 排 水 ポ ン プ

雑 排 水 ポ ン プ

76粍 x 600卒、/分 x 60米 x 1:") 馬力

鉄 板 製 丸 型 直 径2000粍 × 商1. 900粍.. . . . . . . . . . . . . . . .一.. . . . . . . . . . ... : 1基

電動機直結横型セシトヒユー/ プルポンプ. . . . . . . . . . . ............... 2台

76粍 x 600立/ 分 x l O米 X ;) 馬力

電動機直結横型ターピンポンプ・・・ ・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ 2台

7[>粍 x 600立/ 分 x 60米 x J 5馬力

鉄板製角型! 巾 ＳＰＴＰ 粍 ￗ 長ｾ Ｈｪ Ｖυ 粍 ｸ ｩ 呆ＱＮＮＢ ＾ＰＰ 粍・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ＮＮＮＮ 1基

電動機直結堅型タ『ピンポンプ… ・… … ー… … … … … … ・… ・・… 4台

12f>，;毛 x ｾｏｏｏ 石 Ｏ 日 ￗ 訓米 ｸ :)0馬力

鉄板敷丸型 直佐121. 0粍× 長3030粍・ ・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 %  

電動機直結横型セントヒユーガルポンプ・・・・・・・・・……. . . . …・・… 1台

。 ｏｾ 毛 ｸ 2:>0立/ 分 x () 米 × し馬力

電動機n ; ( 結横型タービンポンプ…一- 一- 一……. . ・ー・・・・……ー・・・ 1台

1. 26粍 x 1400立/ 分 x 80米 x 40馬力

鉄板製丸型 直在900粍 × 長.;>000粍 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・ L基

堅型空冷式 ;:/ /2"  x 3"  x ふ立/ 分 x 1.>0封 度 X 2馬力・・・・………・・ 1台

口後 L1/2"及2
1
/2"・・・・・・・・・・… ...... .................. .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .87笛

電動機直結堅型+ ンクロッウポンプー・一一一… … … … … … … 2台

100粍 x 800立/ 分 x 20米 X 7
1

/2馬力

電動機直結堅型玄ルヂポ〉ブ… ・ 一一・……・・・ー………- ……ー… 2台

75粍 x 500立ノ分 x 20米 X 7

1

/ 2馬力

自 動 給 炭 機 米花式 L 型 1 5... . ..…・……. . . . ・ H ・- …・……' " ・ H ・. . . ……… 1台
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工

業

開

成

鋼

材

岩

元

工

業

不

二

製

作

所

昭

和

鋼

機

大

和

建

設

工

芸

大

日

本

硝

子

工

業

井

上

浄

夫

商

庖

宮

本

建

材

鈴

木

シ

ヤ

タ

ア

商

会

北

尾

商

庖

坂

本

商

会

山

本

建

材

社

日

本

セ

メ

ン

ト

防

水

剤

製

造

所

桜

物

産

安

田

レ

l

ル

日

本

金

具

製

作

所

ヤ

ハ

ズ

ラ

ス

協

和

製

作

所

大

阪

機

工

久

保

商

庖

マ

ン

一

ア

ン

東

海

電

気

土

木

三

高

製

作

所

片

倉

の

鋼

管

樫

野

石

灰

工

業

理

研

鋼

材

米

谷

セ

メ

ン

ト

化

工

福

屋

工

業

所

大

島

応

用

化

学

工

業

東

京

鋼

板

工

業

田

村

商

会

佐

村

木

商

庖

吉

田

芳

雄

商

庖

黒

川

化

学

工

業

所

室

谷

商

庖

前

沢

商

行

内

外

土

木

建

材

社

三

舟

窯

業

大

仏

組

長

岡

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

和

田

避

雷

針

製

作

所

衣

川

鉄

工

所

水

島

商

庖

大

阪

碇

組

正

起

工

業

大

三

製

作

所

油

脂

化

工

社

大

建

工

業

旭

化

工

板

製

造

日

立

製

作

所

日

新

工

業

大

阪

城

口

研

究

所

大

阪

電

気

商

会

桐

回

商

会

斉

久

工

業

三

機

工

業

須

賀

工

業

西

原

衛

生

工

業

所

建

材

社

明

正

社

栄

輿

商

会

三

晃

商

会

第

一

工

業

浅

海

電

気

産

業

近

畿

電

気

工

事

町、
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